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秋田県ではこれまでに約4，500箇所の遺跡が発見されており、先人の尊し

である埋蔵文化財が豊富に残されていますむ「最良の予言者は過去であるJとい

う言葉がありますように、これらの埋蔵文化財は、歴史や伝統文化を理解し

未来を展望した豊かな郷土文化を創造していくうえで欠くことのできない大切

なものです。

一方、農業分野においては、農業を取り巻く内外の厳しい情勢に対処するた

め、各種基盤整備が急務となっており、農道整備事業やほ場整備事業の推進等

によって、本県の基幹産業である農業もさらなる効率化が求められていること

うまでもありません。

このたび、横手市と田沢湖町を結ぶ農免農道整備事業が計画され、その路線

が横手市金沢中野に所在する姥ヶ沢窯跡の一部を通過することになりました。

このため、本教育委員会は関係機関と協議のうえ、工事に先だって発掘調査を

実施することといたしました。

遺跡のある横手市金沢地区は、歴史上、後三年の役の古戦場として著名であ

り、古代の遺跡が数多く分布することでも知られています。今回の調査では、

小規模の面積にもかかわらず土器焼成遺構や竪穴状遺構が比較的密に分布し、

傾斜地を利用した生産遺跡であることがわかりましたD これらの遺構や遺物は、

この地域の歴史を解明するうえでたいへん貴重な資料です。

本報告書は、姥ヶ沢窯跡の発掘調査成果をまとめたものです。本書がふるさ

との歴史資料として広く活用され、郷土についての誇りと埋蔵文化財愛護の一

助になることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御援助、

御協力いただきました秋田県平鹿総合農林事務所、横手市教育委員会、仙南村

教育委員会をはじめ関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成13年 8月

秋田

清寺マ?
J

田エ
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例

1.本報告書は、農林漁業揮発油税財源身替農道整備事業(奥羽南部第 2. 2期地区)に係る埋蔵文

化財発掘調査報告書である。

2. 本報告書は、平成12年度に実施した横手市金沢中野所在の姥ヶ沢窯跡の調査成果を収めたもので

ある。

3.土届断面図の土色や土器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議監修財団法人日本色彩研

究所色票監修『新版標準土色帖Jに拠った。

4.本報告書に使用した地形図および地勢図は、国土地理院発行50，000分の 1地形図「六郷J i;横手」、

同25，000分の 1地形図「金沢本町JI横手jおよび秋田県平鹿総合農林事務所提供の工事用図面である。

5. 自然科学的分析は以下の機関に委託した。

テフラ分析-一.• ~ ~ .・ー・・・・・・・…一.............一・ー・・・・・・・・・・晶・ z・・・'"軍一...パリノ e サーヴェイ株式会社

放射性炭素(l4C)年代測定............………一-…・‘・'"事・.....宥'一-株式会社パレオ e ラボ

樹種間定.....................................................................株式会社パレオ@ラボ

6.姥ヶ沢窯跡の発掘調査における水準測量;は風間測量設計株式会社に委託した。

7 i第 5章 自然科学的分析」には、パリノーサーヴェイ株式会社および株式会社ノミレオ・ラボに業

務委託した分析報告書の一部を収載した。

8.草稿執筆および編集は吉川孝が担当した。

凡例

1.本報告書に収録した遺構実測図・グリッド配置図の方位は座標北を示す。座標北と磁北との偏角

は、西に 7
0

50'である。

2.層序は、基本層位にローマ数字(1・n.直一.......)、各遺構の堆積土にアラピア数字 (1. 2 . 

3・・・・・・・・・) を用いた。

3. 各遺構 e 遺物に付している略記号は以下のとおりである。

遺構 SD-溝跡 S]-土器焼成遺構 SK-土坑

SKI-竪穴状遺構

SN 焼土遺構

遺物 RP-土器・土製品

SKP-柱穴様ピット・ロクロピット

SX 性格不明遺構 SQ-配石遺構

S-自然磯 c 炭化物

4. グリッド設定による 4m四方の方眼区闘を「区J と呼称した。区の名称は方眼区画南東の測量杭

の名称、を以てこれに当てた。

5.遺構番号は01から始まるから始まる 2桁以上の通し番号を検出般に付した。遺構精査・遺物整理

の段階で欠番となったものがある。また、調査の結果、複数の遺構の重複であることが判明した場

合、 Aから始まる細別記号を付して区分した。

11 -



6.本報告書に収録した遺構実測図の縮尺は1/40・1，/20、遺物実測図の縮尺は1/3を主としている

が、適宜異なる縮尺も使用した。いずれの場合も、挿図にはそれぞれスケーノレを付している。

7，本報告書では、古代土器について以下のような基準によって分類および記述した。

①酸化焔焼成による軟質の赤褐色土器を、ロクロ使用の有無や黒色処理の有無を間わず「土師器j

とした。ただし、遺物観察表(第8表~第11表)では、土師器のうち、内面に黒色処理が施され

たものを「内黒」と略称して記載している。

②還元焔焼成で硬質の灰色の土器を「須恵器J とする。須恵、器を作ることを意図したものの、還元

焔の状態が保てず結果的に褐色ないし赤褐色を呈すると判断したものも、須恵器として扱った。

8 r第4章 調査の記録」挿図および観察表における凡例は以下のとおりとする。

①柱穴様ピット観察表における確認面は rIIJがE層上面、 rvJがV層上面を表す。

②遺物観察表における「外底部/台部特徴」の技法において、「回一糸」とあるのは回転糸切り技法に

よる切り離しを意味し、( )内はロクロの回転方向を表す。

③挿図中の土師器・須恵器の区別、土師器の黒色処理、および遺物観察表における坪ー皿類の計測

と指数算定式は以下のとおりである。

-底径指数z 底径÷口径 (口経を 1としたときの底径の値)

・高径指数ココ器高÷口径 (口径を 1としたときの器高の値)

土師器 須恵器

黒色処理
B(処理面に)

9 I第 6章 まとめ」中の第15表「県内ロクロピット集成j における「掘方深」および「軸深J の値

は、以下の図に示す箇所の深さを表すこととした。したがって、確認高から軸底までの深さは両者

の値を加えたものとなる。

10. 挿図中のスクリーントーン、シンボルマークは下記の通りである。

焼土痕
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第 1章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業の計画地域は県下有数の穀倉地帯である1111北平野のほぼ

東端に位置し、従来、関係市町村では複合農家を核に生産基盤の整備、未利用地開発による高原野菜

等畑作物の作付拡大、飼料自給率の増大による農業経営の安定化を呂指してきた。しかし、奥羽山脈

の山麓を南北に走る基幹的農道がこれまで、皆無だ、ったことから、その規模は各地域ごとの零細産地の

域にとどまっている。

この現状を踏まえ、本計酒は、横手市大沢地内の国道107号より、仙北郡仙南村、六郷町、千畑町、

太田町、角館町のそれぞれ東部を通って国道46号制|北郡田沢湖町神代地内までの奥羽山麓沿いに農免

を整備し、この地域における広域農業国の形成と流通の合理化を図る目的で策定された。農道名

称、は「奥羽山麓大規模農道(瑞穂の里ロード)Jで総延長は42，281mで、ある。ただし太田町内ほぼ全

域と千畑町内の一部の区間は既存道路を利用するため、本計画における工事総延長は32，189mとなる。

このうち、奥羽南部第 2地区の計画路線内には上台A遺跡が、隣接する奥羽南部第 2・2期地区に

は姥ヶ沢窯跡が存在することが判明した。そこで、秋田県教育委員会は原因者である秋田県農政部と

協議を行い、記録保存のための発掘調査を実施することにした。

上台A遺跡については、平成11年度に秋田県教育委員会が発掘調査を行った。

姥ヶ沢窯跡については、平成10年 6月に横手市教育委員会が範囲確認調査を実施し、その後の調整

を経て、工事に係る1，050mについて、平成12年 9月より発掘調査を実施することとなった。

第 2節調査要項

遺跡名

所在地

調査期間

調査面積

調査主体者

調査担当者

総務担当者

姥ヶ沢窯跡(略号;8UGSK) 

秋田県横手市金沢中野字姥ヶ沢6-75外

平成12年 9月 5日"-'10月初日

1 .050m 

秋田県教育委員会

I[ 孝(秋田県埋蔵文化財センター調査課第 3科学芸主事)

倉田 伸治(秋田県埋蔵文化財センター調査課第 3科非常勤職員)

佐藤 悟(秋田県埋蔵文化財センター総務課長)

佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

八文字 隆(秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)
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第 1章は じ め に

調査協力機関 秋田県平鹿総合農林事務所

横手市教育委員会

仙南村教育委員会

第 1酪 遺跡イ立置図
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第 2章遺跡の立地と環境

第 l節遺跡の立地と地理的環境

遺跡の所在する横手市は秋田県南部の横手盆地ほぼ中央東寄りに位置する。北を仙北郡イ山南村およ

び同六郷町、東を平鹿郡山内村、南を平鹿郡平鹿町、西を大出市および平鹿郡大雄村と接する。平成

13年3月末現在、面積110.58k近、人口40，483人の小都市である。

遺跡は横手市の北部、北繰39
0

21'28庁、東経140
0

34'24"に立地し、 JR奥羽本線横手!駅から北へ約5.7km、

向後三年釈からは東へ約2.8kmの位置にある。

横手盆地は、秋田県南東部に所在する、東西約15km、南北約60kmと南北に細長い形状の盆地で、西

奥羽盆地列中最大の面積を有する。盆地の東縁は急峻な奥羽山脈と接し、西縁は低平な出羽丘陵によっ

て限られる。盆地の西側を県内最長の雄物川が北流、大由市花館付近で西北西に流路を変え、出羽丘

陵を横断して秋田平野へと流下し、日本海に注ぐ。

奥羽山脈から西へ向かつて流れる中小の諸河川は、横手盆地東縁部に多くの扇状地を発達させてい

る。『土地分類基本調査六郷Jでは、本遺跡周辺の地形を東から般に山地・丘陵地・台地・低地と大き

く4区分している(設1)。

本遺跡、は金沢丘陵地に立地し、その南方および西方には杉沢川 s 吉沢川合成開析扇状地が、西北方

には厨}I[ .中ノ目川合成扇状地が広がる。なお、この 2つの扇状地は、前掲蓄における 4区分のうち

の台地に属している。これら扇状地上および扇状地前延扇状構造低地上には、長岡森丘陵地や後三年
ものみ

美入野丘阜群などの残丘が点在する。遺跡北方約0.5km地点にある斥候山(標高137m)および本遺跡

周辺からは、広大な団関に島状に点在するこれら残丘を見渡すことができる。

斥候山付近より発する姥ヶ沢その他の小さな沢を集め、三貫堰が上述の扇状地を北西方向に流れる。

本遺跡は、三貫堰が国道13号と交わる東側0.4km地点に立地する。昭和59・60年度の横手市教育委員会

による市内遺跡詳細分布調査では、「山地の突端に形成された中位段丘第2段東側斜面で(須恵器窯跡

を) 1基確認」と記している。今回の調査区はこのとき確認した須恵器窯跡には直接係らないが、沢

を挟んだその対岸にあたる(註2)。

本遺跡の表層地質は、新第三紀中新世堆積の弥戦層に属し、軽石凝灰岩および砂質凝灰岩より成る。

軽石凝灰岩は、風化作用により軟化してしばしば奇岩を呈し、締工し易いという特徴があり、本遺跡

周辺で「金沢石J としてカマドや掘抜井戸の側壁として利用されたことが知られている。

第2節歴史的環境

横手市教育委員会刊行による詳細分布調査報告書には、横手市内の遺跡として186笛所の遺跡が掲載

されており、縄文時代の遺跡が最も多く、平安時代がこれに次ぐ(註3)。

ここでは横手市金沢地区・同杉沢地区および両地区に北接7ずる仙北郡仙南村に所在する遺跡につい

円
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第 2章遺跡の立地と環境

(1ト起伏)

丘陵J11111111111~ (大起伏)
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(中起伏)

I 山地
( 1 e) 女神山山地 ( 1 f)湯出山地 ( 1 g) 黒森山山地 ( 1 h) 四天地山地
( 1 i)御岳山山地 ( 1 j) 片倉山山地

立 丘陵地
( II d)金沢丘陵地 (立 e) 中島丘陵地 ( II f)吉沢丘陵地
( II h)長岡森丘陵地 (立 i)

国台地
(国f)丸子)11 (六郷)扇状地 (illg)厨)11.中ノロ)11合成扇状地
(illh)杉沢)11 .吉沢川合成開析扇状地

N 低地
(Nc) 丸子川扇状地前延扇状構造低地 (Nd)厨)11扇状地前延扇状構造低地
(Ne)横手)11水系右岸低地 (Nf)横手)1171'ぇ系左岸低地 (N k) 善知鳥川河谷低地

2図地形広分図
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第 2節歴史的環境

て調査の行われた例を中心に概観し、近接する諸地域については適宜簡単にふれることとする。

この地域は、源義家が雁行の乱れによって伏兵を知ったとしづ μ西沼"、清原家衡最期の地である“長

岡森(武者隠しの森)"、清原武衡が捕らえられたとされる“蛭藻沼"など、後三年合戦にまつわる多

くの伝説に彩られたロマンあふれる土地柄であるが、発掘調査例は必ずしも多くない。

旧石器時代の遺跡はこの地域での確認例はない。市内横手地区や朝倉地区において、横手川生成に

よる河岸段丘上に台処舘遺跡・小吉山遺跡等が存在することは明らかになっている。

縄文時代では、市内旭地区の上猪岡遺跡の土坑覆土から貝殻腹縁文の施された早期の土器片が出土

しており借り、本遺跡西北西1.3kmの保土森遺跡 (22)では大木 6式期(縄文前期)と推定される竪穴

住居跡が確認されている。

本遺跡南1.lkmに立地する中杉沢A遺跡 (42)は、 1969(昭和44)年から 7次にわたる調査が実施さ

れ、縄文中期前葉の竪穴住居跡26軒が検出された集落跡である(註5)。他に中期の遺物は西長岡森遺跡 (7). 

飯詰竪穴群 (25)等でも見つかっている。

縄文時代後~晩期では、仙南村と六郷町にまたがる石名舘遺跡でフk路部分のみの調査が 2次にわたっ

て行われており、土坑が検出されたほか、土器や祭記に関わる遺物が確認されている(註6)。また、旭地

区に所在するオホン清水A遺跡は、後期後半~晩期前半の墓域を含めた集落遺跡である(註7)。

弥生時代になると遺跡数は減少しこの地域では遺跡の確認例が未だない。横手盆地全体でも、

構が明瞭に確認されているのは、旭地区の上猪岡遺跡の竪穴住居跡 1軒・土器埋設遺構 1基などにす

ぎない(註8)。古墳時代の遺跡は全県でも数箇所しか確認されていないが、横手市内ではオホン清水B遺

跡(旭地区)と田久保下遺跡(横手地区)の 2遺跡が確認されている(]jt9)。

奈良時代に入って、平鹿町に所在する年子孤遺跡@中藤根遺跡・下藤根遺跡の各遺跡が奈良時代か

ら平安時代初期にかけての集落跡と考えられている 当該期に至って中央政府の横手盆地への進出

も顕著となり、南部では須恵器生産が始まっている。盆地中央部の中山丘陵付近では竹原窯跡が 8世

紀、田久保下遺跡@富ヶ沢窯跡・郷土舘窯跡などは 9世紀に始まった窯業遺跡と考えられる(註111。

平安時代では、本遺跡の北西約0.4kmに物見窯跡 (27)があり、 9世紀から10世紀前半までを操業期

間とする須恵器窯跡4基が調査された位130 十二牲A窯跡(16)・十二牲B窯跡(18)ー下矢来沢窯跡 (20)ー

保戸森窯跡 (23)などの窯業遺跡は、発掘調査は行われていないが、「秋田県の須恵器および須恵器窯

の編年J などでは操業期間を平安時代と推定している

本遺跡北西約1.9kmトこは十二牲B遺跡 (15)がある。県営ほ場整備事業(金沢地区)に係る調査とし

て平成10(1998)年度に7，580rrfの発掘調査がなされた。 9~10世紀の掘立柱建物跡、竪穴状遺構、土

師器焼成遺構、柱列などの遺構のほか、須恵器、土師器、木製品、木簡などの遺物が出土した(註14)。

本遺跡南約0.6kmには上台A遺跡 (34)がある。 l襲免農道工事建設計画路線に係り、平成11(1999) 

年度にその一部350rrfが調査された。その結果、平安時代の竪穴住居跡 1軒、土師器焼成遺構4基など

を検出している(註15)。

平安時代の集落跡としては、集落全体の様相がわかるような調査はなされていない。本遺跡の西北

西約1.5kmにある飯詰竪穴群 (25)は、竪穴平面形状が方形であったことから当該期の集落と推測され

るが詳細は不明である

であり、

この地域以外では、横手市旭地震の手取清水遺跡が擁立柱建物主体の集落

-鳥形など多様な遺物が出土している また、朝倉地区における

-fhd 



第 2章遺跡の位置と環境

凡 例

. 縄 文 ⑨ 縄文 ・古代 fぶ習館跡(古代) .窯跡

0古 代 。(古代~中世) 館跡(中世) - 墓

口中 世 . 経 塚 . 、

第3図周辺遺跡位置図

番号 遺跡名 種 lJlJ 時 代 番号 遺跡名 種 )JIJ 時 代 番号 遺跡名 種 )JIJ 時 代

1 中谷地 遺物包含地 古代 19 下矢来沢A 遺物包含地 古代 37 杉沢織 館跡 中世

2 長岡森 遺物包含地 縄文 20 下矢来沢銭跡 窯跡 古代 38 上台B 遺物包含地 縄文

3 元東根 遺物包含地 古代 21 下矢来沢B 遺物包含地 縄文 39 杉沢宇中島A 遺物包含地 縄文

4 陀弥長桜 遺物包含地 古代 22 保土森 集落跡 縄文 40 杉沢字中島B 遺物包含地 縄文

5 石神館 館跡 古代 23 保土森黛跡 黛跡 古代 41 杉沢字中島C 遺物包含地 縄文

6 一字山 経塚 古代 24 保土森火勢l.1i 境基 古代 42 中杉沢A 集lli跡 縄文

7 西長岡森 遺物包含地 縄文 25 飯骨古竪穴君事 竪穴群 縄文 43 中杉沢B 遺物包含地 縄文

8 飯結城 館跡 中世 26 東山本 経塚 不明 44 狼ノ沢A 遺物包含地 縄文

9 茨島館 館跡 中世 27 物見耳障跡 百居跡 ?可代 45 見入野天狗沢A 遺物包含地 縄文

10 老姥山経塚 聖主唱邑 {古代~中世) 28 杉沢'*'谷地中B 遺物包含地 縄文 46 狼/沢C 遺物包含地 縄文

11 瀬袋経塚 経塚 (古代~中世) 29 東商法寺 遺物包含地 縄文 ・古代 47 狼ノ沢B 遺物包含地 縄文 ・古代

12 真里正経塚 経塚 (古代~中世) 30 本間下 遺物包含地 古代 48 中杉沢C 遺物包含地 縄文

13 閑居長根経塚群 経塚 中世 31 中通商 漬物包含地 古代 49 南御所野 遺物包含地 縄文

14 金沢域跡 館跡 中世 32 北御所野 遺物包含地 古代 回 村後 遺物包含地 縄文

15 十一牲B 遺物包含地 縄文 33 杉沢字谷地中A 遺物包含地 古代 51 上開明間 遺物包含地 縄文

16 十一牲A窯跡 話器跡 古代 34 上台A 遺物包含地 古代 52 ).'t:墜飽 館跡 中t止

17 十一牲A 遺物包含地 縄文 ・古代 35 上台C 遺物包含地 縄文

18 十一牲B黛跡 事晶軍軒 古代 36 鞍石沢 遺物包含地 縄文

第 1表 周辺遺跡一覧
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第 2節歴史的環境

井櫛跡は:後三年合戦における在地勢力で、ある出羽清原氏の居舘と称され、昭和52 (1976) 年から昭和

56 (1981) 年にかけて行われた横手市教育委員会による調査では、平安時代後期に平地に営まれた防

禦性集落であることが明らかになった(註18)。

平泉政権期およびそれに後続する時期には、県内では主として横手盆地縁辺部の丘陵上で幾つかの

経塚が発見されている。本遺跡周辺はそのなかでも経塚分布の密な地域で、元久 3 (1206) 年銘のあ

る銅製経筒の出土した閑居長根経壕群(13) をはじめ、 j頼袋経塚 (11)、老姥山経塚 (10)、直坂経塚

(12)、一宇山経塚<6 )など現在欠失したものも含めると相当数にのぼる(註19)。また、保土森遺跡か

らは当該期の火葬墓を検出しており、出土した須恵器系中世陶器の骨査は県指定有形文化財となって

いる(註20)。

後三年合戦において中心的な舞台になったとされる金沢城跡(金沢柵跡、 14) は、本遺跡北北東約

l帯 5kmの丘陵上に位置するが、昭和39(1964)年~昭和46(1951) 年の発掘調査の結果では、出土遺物

の多くは中世のものであり、平安時代後半の軍事施設としての遺構は検出されなかった位21)。

本遺跡周辺では杉沢城 (37)、飯詰城 (8)、茨島館 (9)などの中世城舘が確認されている。それ

ぞれ杉沢氏、久米氏、金沢氏の居館と推定されている(設22)。

近世以降の金沢は、羽外!街道沿いの一集落として今日に至っている。本遺跡の北0.5km地点に所在す

る横手市立金沢小学校 (1日格知小学校)は、近世にあっては羽州街道の伝馬所であったといわれてい

る

註 1 秋田県農政部農地整備課『土地分類基本調査 六郷j 1988 (昭和63)年

註 2 横手市教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書j 横手市文化財調査報告11 1986 (昭和61)年

註 3 註 2に同じ

註 4 秋岡県教育委員会『東北自動車道秋田線発掘調査報告書x-上猪|南遺跡-J] 秋田県文化財調査報告書第208集

1991 (平成 3)年

註 5 横手市教育委員会『中杉沢遺跡発掘調査概報j 横手市文化財調査報告 1 1973 (昭和，18)年

註 6 秋田県教育委員会『石名舘遺跡発掘調査報告書一仙北平野農業水利事業上総)11排水路工事に係る樫蔵文化財発掘調査一』

秋田県文化財調査報告書第112集 1984 (昭和59)年

私田県教育委員会『石名館遺跡第 2

査一J 秋田県文化財調査報告書第138集 1986 (昭和61)年

註 7 横手市教育委員会『オホンノ清水一第 3次遺跡発抱調査報告書 J 横手市文化財調査報告10 1984 (昭和59)年

註 8 秋田県教育委員会 f東北自動車道秋田線発掘調査報告書Xー上諸問遺跡 秋田県文化財調査報告書第208集

1991 (平成 3)年

註 9 横手市教育委員会『オホン清水一第 3次遺跡発掘調査報告書-j 横手市文化財調査報告10 1984 (昭和59)年

註10 秋田県教育委員会『中藤根遺跡j 1974 (昭和49)年

秋田県教育委員会『下藤根遺跡発掘調査報告書j 秋田県文化財調査報告書第39集 1976 (昭和51)年

利部 修「下藤根遺跡出土土師器の再検討J r秋田県埋蔵文化財センター研究紀要第 8号j 1993 (平成 5)年

註11 秋田県教育委員会『秋田ふるさと村(仮称)建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書一富ヶ沢A・B'C窯跡 田久保下遺

跡 富ヶ沢 1号'"'"'4号環-j 秋田県文化財調査報告書第220集 ]992 (平成4)年

寸一



第 2章遺 跡の 位置と環境

f供同県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書苅一竹原案跡 秋田県文化財調査報告書第209集

1991 (平成3)年

利部 修「竹原窯跡の項恵器編年Jr秋問県埋蔵文化財センター研究紀要7号j 1992 (平成4)年

註12 杉淵 馨「物見窯島ij;についてJ r秋出地方史論集j 1981 (昭和56)年

註13 利部 修「辺境における出羽北半の窯跡出土須恵器J r蝦夷 a 律令国家・日本海ーシンポジウム1I.資料集-j 日本考古

学協会1997年度秋田大会実行委員会 1997 (平成 9)年

払出柵跡調査事務所『払回柵跡 I 政庁跡j 1985 (昭和60)年

岩見誠夫・船木義勝「秋田県の須車器及び須恵器窯の編年J r秋大史学j32 1985 (昭和60)年

註14 秋田県教育委員会 f十二牲B遺跡一県営ほ場整備事業(金沢地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書-j 秋田県文化財

調査報告書第304集 2000 (平成12)年

註15 秋田県教育委員会『上台A遺跡一農林漁業用揮発油税員オ椋身替農道整備事業に係る土思議文作財斡掘調杏報特書 1-j 

秋田県文化財調査報告書第301集 2000 (平成12)年

註16 秋田県教育委員会『秋田県の文化財j 1989 (平成元)年

註17 秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書V一手取清水遺跡-j 秋田県文化財調査報告書第190集

1990 (平成2)年

註18 横手市教育委員会『大鳥井山V一横手市大鳥井山遺跡発摺調査祇報 j 1982 (昭和57)年

註19 秋田県教育委員会『秋田県の文化財j 1989 (平成元)年

註20 奈良修介『秋田県の紀年遺物j 1976 (昭和51)年

秋田県教育委員会『秋田県の文化財j 1989 (平成元)年

註21 秋田県教育委員会・横手市教育委員会『金沢柵跡発掘調査概報J 秋田県文化財調査報告書第12集 1967 (昭和42)年

秋田県教育委員会・横手市教育委員会『金沢柵跡発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書第23集 1971 (昭和46)年

秋田県教育委員会・横手市教育委員会 f金沢柵跡発掘調査概報J 秋田県文化財調査報告書第25集 1972 (昭和47)年

註22 秋田県教育委員会『秋田県の中世城館J 秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和56)年

註23 秋田県教育委員会『歴史の道調査報告四 南部羽州、!街道』 秋田県文化財調査報告書第141集 1986 (昭和61)年
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第 3章調査の概要

第 1節遺跡の概観

遺跡周辺は、前章第 1節に述べた通り、地形区分上、金沢丘陵地に属している。丘陵地は一般に水

はけがよく、また丘陵斜面は平坦面よりも相対的に日当たりも良好であることなどから謝園地として

利用される場合が多く、本遺跡およびその周辺ではりんご・ぶどうの果樹-園となっている。

今回の調査範囲は遺跡の全体ではなく、農免農道建設事業に係る一部分 (1，050rrr)にすぎない。本

調査区は丘陵斜面の裾部にあたり、東高西低の傾斜を呈する。 遺構確認詰まで掘り下げた状態では、

標高植の最も高いのは東端LS50区内の95.5m、最も低いのは西端MJ52区内の87.5mであり、その

間の距離は約L15mで、あるところから、平均斜.J支はおよそlr48'となる。

昭和59・60年度の横手市教育委員会による遺跡詳細分布調査では、今回の調査区から見て沢の対岸

にあたる中位段丘第 2 段で須恵器窯跡 1 基を確認しており、「標高92~96mJ と記録している(註 1 )。

本調査では、 1，050nfの範閣に計5基の土器焼成遺構、工房祉の可能性が考えられる 7基の竪穴状遺

構ほかを検出している。須恵器窯跡は今回の調査では検出されなかった。土器焼成遺構は、土器焼成

窯と土器焼成坑とに 2分したうちの後者に属する。出土遺物のほとんどは、酸化炎焼成による、いわ

ゆるロクロ土師器(赤焼き土器、以下単に「土師器」と呼称)である。ロクロピットと見なされる遺

構も 2基検出している。

これらの諸点から、本遺跡は、丘陵傾斜地を利用した平安時代の生産遺跡であり、歴史的には、当

地方における律令制的窯業生産の定着を意味するものとして捉えることができるであろう。

第 2節発掘調査の方法

調査区全域には国家座標第X系の鹿襟北を基準として、 (X口 -71191.732， Y口一22359.236)を原点

とする各4m間縞の方眼を設定した。方限の原点を通る南北線をMA、向じく東西線を50とし、南北

線は西に向かつてアルファベットの符号を、東西線は北に向かつて数字の符号を、それぞれ昇)1震とな

るよう付した。なお、南北線に付した 2文字のアルファベットはA，....__.Tまでの20文字の繰り返しとなっ

ている。この方眼によって画する 4m四方のほ画を「区J とし、その南北隅を通る東西線の符号と南

北線の符号とを組み合わせて、 MA50区のように呼称した(第4図)。

調査は、重機および人力による表土除去ののち、遺構確認作業を行った。遺構番号は「凡例」に示

した通り、確認)1展に付し、遺構の性格を表す略記号と組み合わせて SK 101のように呼称した。ただ

し、調査の進行に伴い、遺構の性格が当初予想したものと異なり略記号を変更した場合や、途中で遺

構でないことが判明して欠番とした場合がある。確認後の遺構精査は、長軸方向とそれに直交する方

向に土属観察用ベルトを残す四分割法と、柱穴などの小規模な遺構および現農道に係る部分などは長

軸に沿う二分割法で行うことを原則とし、遺構の重複する箇所などでは適宜サブトレンチを入れた。

9 -
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と ょった。 原則的に各方眼杭を基準として計測-3:::"1Tつ

面国@断面図の原図縮尺は 1/20を基本としたが、遺物出土状況など細部の表現が必要なところでは

縮尺 1/10の計測も行っている。写真撮影は、 35mmカラーリバーサノレフィルムとモノクロネガフィル

ムや宇に停用したが、必要に応じ"35mmネガカラーフィルムも使用し

遺物は、遺構名 e 方眼区間名@出土層位岳出土年月日をチャック付ポリ袋もしくは耐水用荷札~こ

入のうえ取り上げることを原則とした。

第 3節発掘調査の経過

日誌にもとづいて、以下に調査経過を略述する。なお、文中「西側J i東側J とあるのは、調査

ける現農道の西側、東側という意味である。

9月5日、作業員説明会、機材の搬入および現場@事務所等の環境整備を経て、午後より入力によ

る粗掘作業と遺構確認作業を調査区西側より開始。 6日、作業員の募集の件について横手市教育委員

怠{山南村教育委員会ーハローワーク横手に汝頼。西側遺構の半設作業を開始。 7日、

現地視察および作業員に激励と挨拶。 8日、西側遺構の断面計測作業を開始。

11日、東側地区の人力による表土除去を開始。西側遺構の平面計測作業を開始。 12日、機田課長補

佐来跡、現地視察と現地指導。 13日、西側遺構の確認終了、東側は表土除去から遺構確認にうつる 0

14日、西側SK P01Cがロクロピットと判明、西側地区の地形測量を開始。

188，西側地区精査終了、午後、原因者である平鹿総合農林事務所(担当:池田裕一氏)に引渡す。

20目、 1嬰回課長補佐来跡、現地指導。 21日、埋蔵文化財センター保管事業部門関係各位の現場見学。

25日、 SK 1 105を確認。 26目、 SK 1 105よりカマドを検出。 27目、この日まで土器焼成遺構4

を検出、この時点では精査を継続中。 29日、東側南部平坦部分の精査終了。

10月2日、平坦部分の重機による掘り下げ。竪穴状遺構と土器焼成遺構の半設開始。 3日、土器焼

成遺構の遺物出土分布図作成を開始。 4日、平坦部分の下に遺構のないことを確認。土器焼成遺構の

焼土範囲図作成を開始。 5目、横手市教育委員会石田正明主事来跡o 6日、遺構確認作業ほぼ終了。

10日、基本土層図の作成。 11日、小林課長補佐来跡、現地指導。 12日、 SK 1 142が土器焼成遺構と

していることを確認 (SJ 404) 0 13日、手Ij部第 3科長来跡、現地指導。

16目、遺構確認面の下1.4mより、白色粘土層確認。小林課長補佐来跡。 17日、芳賀所長来跡、

をかねて現場終了挨拶。全土器焼成遺構の精査を終了。 18日、 LT. MA53・54区焼土遺構の精査を

終了。地形測量を終了。 19日、 SK529検出。全竪穴状遺構の精査を終了。

武藤学芸主事来跡。 20日、 SK529精査終了。大規模遺構の完掘写真と遺跡全景写真の撮影。午後、原

因者に引渡し、機材の搬出・撤収作業を行った。

註 1 横手市教育委員会 f遺跡詳細分布調査報告書J 横手市文化財調査報告11 1986 (昭和61)年

1
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第 4章調査の記録

1節調査区の地形と

2章第 1節「遺跡の立地と地理的環境」や前章第 1節「遺跡の概観」でもふれたように、本遺跡

は、奥羽山系金沢丘陵地の西向き斜面上に立地し、遺構確認函東端標高値が95.5m、西端標高値が87.5m

を測り、比高8.0m、平均斜度lT481のかなりの急斜-面となる。平坦面らしい平坦面は第5図や第 7図

で示されるようにほとんど存在しない。ただし、調査区南側には盛土により構築された可能性のある、

やや平塩なー画が存在する。

基本土層観察のためのポイントは、調査区内に 3儀所 (I¥!iE55区、 MD51区、 ME48.49区)を設

けたが、ここでは今掲げた平坦面上に所在するIvIE48. 49区の層序を基準に概略を述べる(第 6図)。

:表土黒褐色土シノレト 粘性中 しまり弱

立j寵:明黄褐色土粘質土粘性強 しまり強小磯少量混入 V層由来土

E層:遺物包含層黒褐色土シノレト 粘性中 しまり弱~中

N層:遺物包含層黒色土シノレト 粘性中 しまり中

V層:基盤層明黄褐色土粘質土粘性強 しまり強小磯少量混入

(VI層:浅黄色土粘土)

I層は、 ME55区では黒色を呈する。

立層はV層由来土であり、 MA"'-'IvIF 47~50区に広がっている。層厚は南端に近いlv'I E48 動 49区で

O.2m前後あり、さらに南側にも広がっている。多くの遺構が立地する北側では、この層は欠失してい

る。これが盛ごとによる平壌国の造成であるならば、その層の厚さから重機使用が想像されるが、地元

の人の話では、戦後、そのような事実はないとのことであり、詳細は不明である。この層の広がる区

域のより上方が相対的にかなりの急傾斜を呈するため、地すべり、土砂崩れなどの自然的成因により

形成されたとする見方も否定できない。

直属およびN層は遺物包含層であるが、場所によってはいずれか一方の層が欠失する場合が多い。

本遺跡が斜面上に立地すること、遺物の時期差が必ずしも明瞭に言えないことなどを考えあわせると、

相対的に上位にある理層は、より上方からの流入等によって堆積したと推定できる。

V層は、 MD51区では燈色を呈する。本層上面が平安時代の遺構確認面である。

VI層は、本遺跡における土師器生産において原料となった粘土と思われる。地山面よりの深さ1.4'"" 

1.7mで、ある。いわゆる白色粘土である。調査に並行して周辺工事が行われていたためもあって諜掘坑

等は確認することができなかった。
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基本土麗(日E48‘49!K)

l 表土黒褐色土(10YR2/2) 粘性中 しまり弱

狂 明黄褐色土(10YR7/6) 粘性強 しまり強

小礎控5~20rnm少 V層由来土

国黒褐色土(lOYR3/1) 粘性中 しまり弱~中

N 包含層黒色土(10YR2/1) 粘性中 しまり中

V 明黄褐色土(lOYR7/6) 粘性強 しまり強基盤層

小磯径5~20rnm少

VI 浅黄色土(2. 5Y7/4) 粘土土師器原料か

。

第 6関基本土層図
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第4章調査の記録

2節検出遺構と出土遺物

1.検出遺構の概要

本遺跡は傾斜地急斜面を利用 中央部のV

層上面に広がり、南側の立層上面からは時期不明の各遺構を検出した。後者については、前節で述べ

たように E層形成の時期が明らかでなく、遺物の共伴関係からも年代特定の根拠たりうるような遺物

の出土がない。

2. 古代の遺構

古代の遺構は土器焼成遺構5墓、竪穴状遺構7墓、土坑28墓、焼土遺構4基、溝跡 3条、配石遺構

2墓、柱穴様ピット363基、掘立柱建物跡 1棟、ロクロピット 2基である。遺構確認面はすべてV

面であるため、各遺構の説明において、確認面の記述は省略する。窯業生産に特化している

性格に鑑み、本書においては、カマドを有し、通常は竪穴住居跡と称される遺構についても竪穴状遺

構として扱った。

(り土器:壌成遺構

土器焼成遺構は、いずれも調査区北側 (53ライン以北)で確認している。出土遺物はほとんどが土

師器である。比較的標高の高い北東部に 2基、低い北西部に 3基が分布し、後者は前者にくらべ平面

形状がやや円みを帯びる傾向がある。後者のなかには溝状の張り出しをともない、全体で柄鏡状を呈

するものがある (SJ 125)。

5基の土器焼成遺構は、規模的には長径が1.5"-' 1. 8m、短径が1.1"-'1. 5mの範閏に収まり、断面構

も斜面jll'I闘を深く掘り、谷側を浅く掘って底を平坦にしている点では共通している。したがって、

短径における断面形状は大略直角ないし鈍角三角形に近い形状となる。

土器焼成遺構より採取した炭化物は、樹種同定の結果ブナ属もしくはクリの木炭が多く、燃料とし

ては広葉樹が好まれたであろうことが知られる。 SJ 404上面採取のサカキもしくはヒサカキはSKI

142に伴う可能性が高い。

S J 125 (第 9図、図版 1… 2)

MC54区に位置する。長軸方向はN-2-wである。ほぼ南北に細長い椅円形の掘り込みの下方(西

方やや南寄り)に筋状の張り出しを伴い、全体では柄鏡状をなす。楕円プランの長径は1.50m、短径

は1.10m、筋状の張り出しは長さ0.80mで、ある。張り出し部には焼土の広がりが見えないため、焚き

口としてではなく排水溝としての役割を果たして防湿・防水に供したか、もしくは酸素量を調節する

ための通風口の役割を果たしたものと考えられる。また、南側側壁に小規模な凹みがあり、こちらは

焚き口の可能性がある。山側最深部の深さは0.25mで、ある。底面標高は90.2mである。長軸における

断面形状は立ち上がりが緩やかで、逆台形様を呈する。覆土は黒褐色で、その下層に焼土層と炭化物

がある。長径15cm大の楕円磯が覆土上方に投げ込まれており、廃絶行為の痕跡である可能性も考え

られる。出土遺物は破片で144点を数える。土師器j不(第24図2. 3)、土師器有台杯(第24図1)、須

-14 -



第 2節検出遺構と出土遺物

どが出土している。不掲載の土部器杯のなかには内面黒色処理を施したものがある。

採取の炭化物は、樹種同定の結果ブナ属 3片を検出した。うち 1片のブナ属(測定番号PLD-785) の

放射性炭素年代測定の結果では、 1245BP土45の値を得ている。

S J 139 (第10図、図版 1-3) 

LT53区に位寵する。長軸方向はN 3
0

-Eである。隅丸方形の平面形状を呈する。長経1.80m、

短径1.30mの規模を有する。山側最深部の深さは0.20mで、ある。底面標高は93.2mで、あり、 5基の土

器焼成遺構中最高位に立地する。長軸における断面形状は、立ち上がりが緩やかで逆台形様を呈する。

山側上方に撹乱があり、覆土は黒褐色土で地山土塊が混じる。底面が焼土となっている。出土遺物は、

破片で51点を数える。土師器杯(第24図4"'-'6)、土師器審(第24図7)などが出土している。出土遺

物は、他の土器焼成遺構よりも年代的にやや新しい諸特徴を存する。

採取の炭化物は、樹種向定の結果クリ 3片を検出した。うち 1片のクリ(測定番号PLD-786) の放射

性炭素年代測定の結果では、 1235BP:t35の伎を得ている。

S J 143 (第11図、図版 1-4) 

MD54区に位置する。不整円形に近い平面形状を呈し、長径1.60m、短径1.46mの規模を有する。

下方(西方)やや南寄りに、長径0.5m、短径0.4mの不整の掘り込みがあるが、覆土の土色。出土遺

物などからみて一連の遺構と考えられる。上部が削平を受けており、元来つながっていたものか、そ

うでないかの判断はできなかった。

周囲を小ピットが囲んでおり、上屋がかかっていた可能性がある (SB 549)。山側最深部の深さは

0.23mで、ある。底商標高は89.5mで、あり、 5基の土器焼成遺構中最低位に立地する。長軸における断

面形状は、立ち上がりが緩やかで逆台形様を呈する。覆土は黒褐色土で、底面が焼土層となっている。

出土遺物は破片総数189点で、本遺跡の土器焼成遺構中最多で、あった。土師器部(第24図8"'-'14、第25

図1"'-'4)、土師器護(第25図5"'-' 7)、須恵器饗(第25図9)、須恵器壷(第25図8) などが出土して

いる。土師器杯のなかには内面あるいは内外面に黒色処理を施したものがある。

採取した炭化物は、樹種間定の結果ブナ属およびクリの計 2片と判明した。うちブナ(測定番号PL

D-788) の放射性炭素年代測定の結果で、は、 1040BP:t35の値を得ている。

S J 240 (第12図、図版 1 5) 

LT56区に位置する。不整円形に近い平面形状を呈する。長径1.58m、 .40mの規模を有する。

山側最深部の深さは0.28mで、ある。底面標高は92.3mで、ある。長軸における断面は一方が緩やか、一

方が比較的急な立ち上がりを見せる。覆土は黒褐色土で、下面が小1撲を少量含む焼土層になっている。

出土遺物は破片で、58点で、あった。土師器坪(第25図10"'-'12・14、第26図1"'-'3)、土師器有台坪(第25

図13)、須恵、器奮(第26図4)、須恵器査が出土している。不掲載の土師器杯のなかには内面黒色処理

を施したものがある。また、

した可能性も考えられる。

. 12、第26~ 1のように灰黄褐色を呈する杯があり、柿の渋を

「ひ1
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第 4章調査の記録

S J 404 (第17図、図版3-2) 

J¥1:D53区に位置する。 SK 1 142に切られる。本遺構の山側の壁がそのまま SK 1 142の壁として利

用されている。したがって SK 1 142より年代的に!日いことは確かであるが、本遺構廃絶後、さほど時

間を置かずSK 1 142の構築を開始した可能性が高い。焼土範囲は、底面における焼土の広がりとして

しか確認できないが、その規模は長径1.56m、短径1.42mで、ある。最深部の深さは現状では0.23mで、

ある。底面標高は89.7mで、ある。

土師器;杯が上面より出土した。採取した炭化物の樹種同定の結果、ブナ属およびサカキの計2片を

確認した。いずれも SK 1 142に伴う可能性がある。

(2 )竪穴扶遺構

竪穴状遺構は、方形ないし隅丸方形の平面形状をなすが、壁に溝を伴うもの伴わないもの、周回や

内部にピットを伴うもの伴わないものとさまざまなタイプがある。内部がマウンド状に盛り上がって

いるものもある (SK I104A)。また、 SK 1105とSK 1142はカマドをともない、それぞれ南側に煙

道を有する。 SK 1 140でも焼土が確認された。

これら竪穴状遺構は、かなり急傾斜を示す丘陵地上に立地すること、カマドを併設しないものも多

いこと、一辺2.5r-...--3.Omほどの小規模なものが多いことなどを考慮すると、住居として用いられたと

考えるよりは、いずれも として用いられた蓋然性が高い。

S K 101においては、その内部より口クロピット (SK P01C)を検出している。ロクロピットにつ

いては別項を設け、そこで詳述することとした。

岳民 I01 (第13図、図版 2 1) 

l\1f 0Cごっふ C' A に71 ァ i.，J-;:.~手L井一立 写全，JE!!!+~工閉院旬、EァーL 1..，L、 __，.-J..'::l. l丹 空間ゥ長ヲ4辛口周回 J~"" 田.ktI.庁、 flïï ::r:-務庁ノ;- 1 ぞ許」、)/¥ Ltt...ー
£士 iム VL.llLl且ヲ rcJ0 月丈1只百五)-4ヴ己彦芝J.e. I、ζ/み つにねツ、 開こ庄夕刻i日JIJザF-:1.!l-'Jvノ吃X.f~寺 ζ l:j~:.1より、 エ也フ乙

で使用していたため調査不能で、あった。もともとは隅丸方形の平面形状を呈するものと推測する。一

辺の推定約2.8mで、他の一辺の長さは不明である。農道造成時に削平された可能性が高く、床までの深

さは0.09mにすぎない。底面はほぼ平坦である。成語標高は88.3mであり、 7基の竪穴状遺構中最低

位に位置する。黒褐色土単一層である。内部にピット 3基を伴う。うち、 1墓 (SK P01C)はロクロ

ピットである。周溝.j崖道・カマドは確認できなかった。土師器均二(第26図5・6、図版5 5) が

出土しており、ともに外底面にはスノコ状圧痕が見られる。不掲載の土師器杯のなかには、内面黒色

処理を施したものがある。

S K I 104A (第14阪、図版3… 3)

MA51・52区に位置する。 SK I104B上位にあり同遺構を切る。隅丸方形の平面形状をなす。

最大長約3.7mとなり、本遺跡では最大規模の遺構となる。深さは0.57mで、ある。本遺構の特徴として

は床面がマウンド状に盛り上がり、その周囲をピットがめぐっていることが掲げられる。マウンド状

の盛り上がりは、1.0mx 1.4mほどの広がりと0.4mほどの高まりをもっ。底面標高は92.5mで、ある。

土師器杯(第26図9)、土師器蕎(第26図10)が出土している。不掲載の土師器杯のなかには内面黒色

処理を施したものがある。
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第 2節検出遺構と出土遺物

採取した炭化物は、樹種間定の結果クリ l片と判明した。クリ(測定番号PLD-783) の放射性炭素年

代測定の結果、 1155BP土40の値を得ている。

S K 1104B (第14図、隠版 3-3) 

1IIA . 1IIB 52区に位置する。 SK I104A下位にあり向遺構に切られる。楕円形の平面形状を呈する。

底面標高は92.4m、深さは0.23mで、ある。土師器杯(第26図8)、土師器有台坪(第26図7)などが出

土している。

S K 1105 (第15図、図版 2-3 . 4) 

L S50 . 51区に位置する。 1)高丸方形の平面形状を呈する。規模は一辺2.80mで、ある。周溝 a カマド a

煙道 e 排煙口をともなう。煙道基点付近ではカマドの芯材と思われる凝灰岩質の擦を数点検出した(図

版 2-4)。遺構の深さは0.18m、底面標高は94.6mで、あり、 7基の竪穴状遺構中最高位に位置する。

煙道は2つあり、いずれも南方に1.0m、0.8mの長さで並んで張り出す。東側の1.0mの煙道はトンネ

ノレ状の排煙口を伴う。土師器杯(第27図1'"'-'5)、土師器小壷(第28図7、図版4… 5)、土師器警(第

27図6'"10、第28図 1"'-' 6)および須恵器翠(第28図8)など多種類の遺物が出土している。カマド

周囲、とくに煙道基点付近からは護を中心に多数の遺物がまとまって出土した。土師器小査は、割れ

口部分が丁寧に擦られており、不良品転用の可能性がある。

採取の炭化物は、樹種同定の結果ブナ属 2片と判明した。うち 1片のブナ属(測定番号PLD-784)の

放射性炭素年代測定の結果では、 1240BP::t 40の{誌を得ている。

S K I 140 (第16図、図版 2-5) 

L T53区に位置する。現状で長径約3.2mの規模を有する。山側の撹乱を切る。谷側及び上面が広範

囲な撹乱を受けており、形状や内部構造など不明瞭な点が多い。ただし、南西側で焼土が確認された

ので、元来はカマドをともなっていた可能性は高い。覆土より土師器杯(第28図9~11) 、土師器警(第

29図 1. 2) を出土している。警のなかには口径19.0cm、器高推定23cmの内面黒色処理を施したもの

(第29図上図版4-2)がある。

覆土よりテフラ分析試料(試料番号3・4)を採取した。分析の結果、本遺構は十和田 aテフラが

降下したと考えられる西暦915年には既に構築され、白頭山一苫小牧テフラ降下の時期と考えられる西

暦947年には放棄され、堆積が進んでいた可能性が高いことがわかった。

S K I 141 (第13図、図版 3 4) 

ME53区に位置する。一部が現農道下となっている。位置的には、 SK 101とSK 1142の中間に位

置する。網丸方形の平面形状を呈するものと思われ、一辺の長さは推定2.1mで、ある。深さは0.18mで、

ある。底面標高は88.9mで、ある。土師器杯が出土している。

skl142(第17図 e 第18盟、関版 3-1) 

MD53区に位置する。 SJ 404を切る。 SJ 404の壁をそのまま本遺構の溝の壁に利用しているので

ウ
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第 4主主 調査の記録

S J 404廃絶直後に営まれたものと考えられる。隅丸方形の平面形状を呈する。規模は一辺2.80mで、あ

る。深さは0.21mで、ある。底面標高は89.7111で、ある。出土遺物は破片数212点で全遺構中最多である。

土師器杯(第29図3"--'11、第30図、第31図、第32図3、図版 5-1'2=6)、土師器翠(第32図 1= 

2、図版 4-3・4)、須恵器翠(第32関4'"'-'6)、須恵器壷(第32図7) が出土している。土師器部

の中には内面黒色処理を施したもの(第32図3、図版 5-7) がある。外底面にスノコ状圧痕をとも

なうもの、内底面に黒斑のあるものが多く、タール質もしくは漆質の黒色付着物をともなうもの、す

す状炭化物が器面に付着したもの、 2次被熱痕の確認できる遺物も数多く確認されている。また、

29図5や第30図13のように底部に径1.5，，-， 2 C111大の孔を穿いた土師器杯もあった。これらの資料は、本

は、不良品等が盛んに転用されたこと、土器の用途がきわめて多岐にわたっていたことなどを

ものとして評自面できる。

のは、カマドを伴っていること、また山側の一辺とそれに直交するように内部に

仕切り溝を有していることである。したがって溝は全体ではTの字に近い、やや変則的なものとなる。

また、本遺構の東側1.2~ 1. 3mにSD144が平行して立地しており、その平行関係は北東偶の屈曲部分

についても言えるので、 S D144カミ本遺構にともなうものであることは確実と考えられる。

採取の炭化物は、樹種間定の結果ブナ属 2片と判明した。うち 1片のブナ属(測定番号PLD-787) の

は、 1335BP::t40の値を得ている。

(3) 

S K02 (第四図)

IVIG54区に位置する。不整形の平面形状をなし、規模は長経1.48111、短径1‘1Llmで、ある。

ス
'<Jl 
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は87.2111で、ある。覆土は小~中磯を'含む黒褐色土単一層である。

Stく08(第19図)

MG53区に位置する。円形の平田形状をなし、長径1.35m、短径1.27mの規模を有する。断面は、

より急傾斜で立ち上がり、全体ではほぼ逆台形様を呈するの確認函から底面までの深

さは0.47mで、あり、底面標高は87.6mである。覆土は色調等により 3層に分層した。土師器土不が出土

してし1る。

S K20 (第四図)

MH53区に位置する。不整形の平面形状をなし、長径0.55m、短径0.42mの規模を有する。断面は、

ほぼ中央に段を伴う二段構造を呈する。この形状からロクロピットの可能性も全くないとはいえない

が、遺物等の共伴もなく、掘方の控もやや不明瞭であるため、ここでは土坑とした。確認聞から底面

までの深さはO.23mであり、 .3mで、ある。 である。

0
0
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第 2節検出遺構と出土遺物

S K24 (第四図)

lV1H50区に位置する。不整楕円形の平面形状をなし長径0.88m、短径0.66mの規模を有する。断

面は、円味を帯びた底面よりほぼ垂直に立ち上がり、全体ではU字状を呈する。確認街から底面まで

の深さは0.66mであり、底面標高は87.8mである。

した。

(第33図 1)が出土している。 2 

S K27 (第19図)

MG51区に位置する。不整楕円形の平面形状をなし、長径1.52m、短径1.11mの規模を有する。断

面は、ほぼ平坦な底面からやや急、に立ち上がり、全体ではほぼ逆台形様を呈する。確認面から

での深さは0.50mで、あり、底面標高は87.8mである。覆土は色調などにより 2層に分層した。

S K28 (第19図)

1¥1152区に位器する n 不幸客椅円形の平面形状をなし、

面は緩やかに傾斜し、東側が深く、立ち上がり

.11m、短径0.56mの規模を有する。

で 4 方はやや緩やかであるため、断面

形状は不整である。確認面から底面までの深さは0.5mで、あり、底部標高は86.8mで、ある。葎十Jま2

に分層した。

S K56 (第8図)

M五53区に位置する。不整円形の平面形状をなし、長径0.61m、短径O霊 57mの規模を有する。深さ

は0.21mである。底面標高は87.6mで、ある。

S K67 (第20図)

1¥11 1 52区に位置する。楕円形の平面形状をなし、長径1.12m、短径0.76mの規模を有する。底面は

比較的平祖であるが中央がやや盛り上がっており、壁は大きく外反する。確認面から底部までの深さ

は0.44mで、あり、底面標高は86.6mである。
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マ匂 をなし、 .85m、 .77m さは

は88.3mである。

S K75 (第 8図)

MG48区に位置する。 をなし、 となる。長径1.28m、

径0.96mの規模を有し、深さは0.36mで、ある。 は88.5mで、ある。

stく77(第 8図)

MG47区に位置する。

は0.60mである。

円形の平面形状をなし、

は88.4111で、あるつ

.10m、 .02m る。深さ

-19 



第4章調査の記録

S K78 (第 8図)

MG51区に位置する。不整形の平面形状をなし、径0.91mの規模を有する。深さは0.181llで、ある。

底面標高は88.5mで、ある。

S K79 (第8図)

MG48区に位置する。不整円形の平面形状をなし、長径1.28m、短径1.14mの規模を有する。深さ

は0.17mで、ある。底面標高は88.6mで、ある。

S K80 (第 8図)

MG50区に位置する。一部調査範間外となり、平面形は不明である。推定径0.70mの規模を有し、

深さは0.16mで、ある。底面標高は88.6mで、ある。

S K 145 (第20函)

MD52区に位置する。円形の平面形状をなし、長径0.73m、短径0.71mの規模を存する。底面は中

央に浅い回みを伴うが、概ね平坦であり、壁は念、に立ち上がる。確認面から底面までの深さは0.20m

であり、底面標高は89.5mである。覆土は色調等により 2層に分層した。土師器杯が出土している。

S K159 (第20図)

MC54区に位置する。不整椅円形の平面形状をなし、長径0.65m、短径0.33mの規模を有する。深

さは0.181llで、ある。底面標高は90.6mで、ある。

8 K165 (第 8[頚)

MB55区に位置する。 円形の平面形状をなし、 .70m、短径0.34mの規模を有する。深

さは0.06mで、ある。底面標高は91.1mで、ある。

S K167 (第20密)

MB52区に位置する。不整方形の平面形状をなし、長径0.86m、短径0.73mの規模を有する。援は

やや開きながら立ち上がり、底面は北側が凹みを伴なって全体ではやや不整の断面形状となる。確認

面から底面までの深さは0.35mで、あり、底面標高は89.7mで、ある。覆土は色調などにより 2層に分麗

した。土師器均二・番、須恵器奮が出土している。

81く180(第 8図)

MC51区に位置する。不整楕円形の平面形状をなし、長径0.84m、短径0.55mの規模を有する。深

さは0.65mで、ある。底面標高は89.9mで、ある。

S K 198 (第20図)

MA53区に位置する。 円形の平面形状をなし、長径1.06m、 .00mの規模を有する。深

ハUつω



第 2節按出遺構と出土遺物

さは0.33mで、ある。底商標高は92.1mである。土師器小餐(第33図2) を出土している o

S K1的(第16図)

MA53区に位置する。不整楕円形に近い平面形状をなし、長径2.85m、短径1.35mの規模を有する。

深さは0.63mで、ある。底面標高は92.4m、覆土は黒褐色土単一層である。山側の撹乱を切り、谷側に

は焼土 (SN395A"'C)が広がる。山側を深く、谷側を浅く掘り込んで底を平坦にしているので、断面

形状は土器焼成遺構に酷似する。ただし、壁および底から焼土は確認できなかった。土師器均二(第33

図3)、土師器護(第33図4・5)のほか、穿孔のある用途不明の土製品(第33図6)が出土している。

土製品は長径2.0cm、短径1.8cmの不整楕円形、厚さは0.3cmと板状の形状をしている。径0.3cmの小さ

な孔が穿たれているが、っくりは粗く、手慰みの感が持たれる。

S K233 (第20図)

L T51区に位置する。不整形の平面形状をなし長径1.20m、短径0.70mの規模を有する。底面は

地形に伴って傾斜し、壁は緩やかに開きながら立ち上がる。確認面からの深さはO.llmであるの底面

標高は92.3mである。覆土は色調等により 2層に分層した。土師器杯が出土している。

S K234 (第 8図)

調査区東端のLS52区に位置する。楕円形の平面形状をなし、一部は調査範囲外となる。推定長径

0.90mの規模を存する。深さは0.10mである。底面標高は95.3mで、ある。

S K238 (第21図)

MA55区に位置する。楕円形の平田形状をなし、長径0.94m、短径0.81mの規模を有する。壁は緩

やかに開きながら立ち上がる。底面はほぼ平坦で、深さはわずか0.05mである。底面標高は92.4mで

ある。覆土は炭化物粒、地山土塊を含む、人為堆積による黒褐色土単一層である。土師器均二が出土し

ている。

S K270 (第8図)

L T53区に位置する。不整方形の平面形状をなし、長径0.58m、短径0.43mの規模を有する。深さ

は0.21mで、ある。底面標高は93.5mで、ある。

S K328 (第21図)

MB55区に位置する。不整楕円形の平面形状をなし、長径0.98m、短径0.53mの規模を有する。

部削平によるためか、壁の立ち上がりは高さ0.05mにも満たない。底面はほぼ平壌で、確認面からの

深さは0.06mで、ある。底商標高は90.9mである。覆土は地山土塊を含む黒褐色土単一層である。

S K344 (第21図)

LT55区に位置する。 LT55"'57区をほぼ南北に走向する SD205によって切られている。不整楕円

形の平面形状をなし長径1.45m、短径O.96mの規模を有する。援は開きながら立ち上がり、山側は

1
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第 4章諦査の記録

ラッパ状に開く。底面は、山側に比較的広い平坦面をもっ。確認面からの深さは0.25mで、ある。底面

は92.8mで、ある。覆土は色調等により 2層に分属した。 1層土は比較的新しい年代の流入による

ものと思われる。土師器杯・窪、須恵器警が出土している。

S K529 (第21図)

ME54区に位量する。全体のほぼ半分が現農道にかかるため平面形状は不明である。確認できる範

囲は不整方形を呈し、一辺推定1.06mの規模を有する。壁は緩やかに外反し、底面は円味を帯びてい

る。確認面から底面までの深さは0.55mで、あり、底面標高は88.4mで、ある。覆土は色調等により 4層

に分層した。有機物由来の層や有機質ブロックがあり、採取炭化物の樹種も多岐にわたる。また、

部器坪(第33図7~ 9)、土師器奮(第33図10)、土師器鍋(第33図11)、須恵器肇(第33図12) を出土

しており、生活に使用した器種が多いことなどから、当時の生活廃棄物を捨てた土坑と判断した。

採取の炭化物は、樹種間定の結果ヌノレデ、工、ブナ属 2の計3片が判明した。うち、ヌルデ(測定番

号PLD-790)の放射性炭素年代測定の結果では、 1035BP土40の値を得ている。

(4)焼土遺構

S N395A、SN395B、SN395Cは、それぞれ一連の遺構である可能性が高い。成形された磯 2個体

ほか中小の礁が配されており (SQ550A . B)、当焼土遺構と関連するものである可能性がある(第22

図)。

S N395A (第22図). S N395B (第22図). S N 395C (第22図)

MA53区に位置し、北よりA、B、Cと細分した。最北の SN395Aの北O柑 22m地点にロクロピット SK

P324が立地するが、これら焼土遺構と SKP324との関係は不明である。

Aは円形、 Bは不整楕円形、 Cは楕円形の平面形状をなす。規模はそれぞれ、 Aが径O.55m、Bが長径1.00m、

短径0.71m、Cが長径0.40111、短径0.33111の広がりを有し、 Bが最も大きい。焼土層厚はAが0.09m、B

が0.18m 、 Cが0.08111 といずれも薄い。焼土層下の標高はそれぞれAが92.3m 、 B iJ~92.4n1、Cが92.5m

である。焼土の固結の度合いは比較的低い。遺物は、 Aからの出土はなく、 Bからは土師器坪が出土し

ており、 Cからは土姉器杯、土師器翠(第35図8. 9)、土師器鍋(第35図7)が出土している。

樹種向定の結果‘ SN395Bよりブナ属 3片を検出している。

S N405 (第21図)

LT56区に位置する。楕円形の平面形状をなし、長径0.53m、短径0.40mの広がりを有する。焼土

の層厚は0.09111で、ある。底面標高は92.7mで、ある。口径20cm、器高33cmの土師器平底長胴翠(第35図

6、図版4-2)および土師器坪が出土している。

(5 )配石遺構

S Q550A (第22図). S Q550B (第22図、図版 2-6) 
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第 2節 と出土建物

JVIA53区に位置する。より上位にあるAと下位にあるBとに分けたが、石材がともに凝灰岩質である

ことを考慮すると、一連の構築物を形成していた可能性がある。さらに SN395A'"'-'Cの直上もしくは近

接して磯の広がりが確認されたことから、同焼土遺構と一連の遺構であった可能性もある。ただし、

本遺構を構成する磯から必ずしも明瞭な被熱痕を確認できなかったことから、断定は避けたい。

N層中より中小の磯を多数検出しており、 SQ550Aと呼称する。現状ではいくつかの小破片ブロッ

クとなっている。

S Q550Aの3cm下方より、 V層を掘り込んで埋設されている成形された磯2点を確認した(図版2-

6)。礁は16x 36cm、20x40cmとほぼ同一の大きさで、直列に並ぶ配置をなしており、本来は一対をな

していたものと考えられる。他に、焼土SN395Bを切るようなかたちでも何点かの磯を確認しており、

いずれも V層上面で確認した。 N層中確認の SQ395Aと区別し以上を一括して SQ550Bと呼称した。

(6 )溝跡

S D1科(第17図)

MD53区に位置する。 SK P331を切る。本溝は SK 1 142の山側(東側) 1.2'"'-'1.3mに所在し、間

違構とは平行関係にある。その平行関係は SK 1 142プラン北東隅のほぼ直角部分にも及ぶので、同遺

構にともなう可能性がきわめて高い。長さは3.20mで、最大幅0.40m、平均幅は0.30mほどである。

断面形状は立ち上がりが緩やかな逆不等三角形で、深さは0.201nである。底面標高は90.1mである。

土師器坪が出土している。本溝からはテフラ試料(試料番号2)を採取している。分析の結果、十和

田aテフラが降下したと考えられる西暦915'年には既に構.築されていた可能性が高いことが判明した。

S D204 (第 8関・第22図)

MA54区に位置する。一部、撹乱されている。最大幅は0.37mで、ある。断面形状はU字形で、深さ

は0.12mで、ある。底面標高は92.llnで、ある。土師器均三(第34函 1)、須恵器警が出土している。

S D205 (第 8図・第21図・第22図)

L T55~57区に位置し、〈二!と北東一南南国〉方向に走向する。 S K344を切る。最大幅は0.50mで、あ

る。断面形状は逆台形で、深さは0.23mである。地山土塊を含む黒褐色土単一層であり、テフラ試料

(試料番号 1)および炭化物を採取している。底面標高は92.8mで、ある。土師器皿(第34図2、図版

6 -1)、土師器亦(第34図3'"'-'8、図版 5-3・4)、土師器有台亦(第34図9)、土師器翠(第34図

10)、須恵器護(第34図11) が出土している。土師器杯のなかには内面黒色処理を施したものがある。

土器焼成遺構SJ 240の山側を走向することから、向遺構と関連のある溝であった可能性がある。

テフラ分析の結果では、十和田 aテフラが降下したと考えられる西暦915年には既に構築されていた

可能性が高いことが判明した。

いっぽう採取した炭化物は、樹種同定の結果、クリ・ブナ属・ナシ亜科の 3片であることが判明し

た。うちクリ(測定番号PLD-789) は放射性炭素年代測定の結果では、 1210BP土60の値を得ている。こ

の値はテフラ分析の結果とは矛盾しない。
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(7 )柱穴様ピット

柱穴様ピットについては、一括して第 2表~第 7表に別掲した。 363基中、 V層上面では327基を確

認している。

S K P201で土師器杯が出土している(第35図3)。この他では SKP58、SK P 156、SK P288、

S KP304、SK P371、SK P528で土師器片、 SK P334で土師器片および須恵器片が出土している。

(8 )掘立柱建物跡

S B549 (第11図)

l¥.1D54区に位置する。 SJ 143を囲むかたちで同遺構 1mbl内に14基のピットが立地している。 SJ 

143の上屋として機能していたものと考えられるが、上屋を支えるピットの構成は不明である。

(9) clタロピット

S K P01 C (第13図、図版2-2) 

MF54区に位置し、 SK 101内に立地する。隅丸方形の平面形状を呈し、全体では長辺0.40m、短

辺0.29mの規模を有する。ロクロ軸痕跡の径はO.llm、断面は二段構造を呈し、全体の深さは0.52m

となる。底面標高は87.8mで、ある。覆土より土師器杯(第34図12'"'-'14)、土師器牽(第35図1・2)が

出土している。杯には内面黒色処理を施したもの(第34図14) もある。出土状況から廃絶儀礼の存在

を示唆するものと評価できる。

S K P324 (第四図、図版 3-5-3-6)

MA53区に位置する。全体では長径0.431TI、短径0.38mの規模の楕円形平面を呈する。焼土遺構S

N395A~Cおよび配石遺構 S Q550A . Bの北側に近接して立地する。単独の検出であるが、遺構断面が

ニ段構造となっており、下段側面に粘質土が塗られたようなかたちで確認されたため、ロクロピット

と判断した。ロクロ軸痕跡の径は0.13mで、ある。全体の深さは確認面から0.51mで、ある。成面標高は

92.01TIで、ある。覆土より土師器杯(第35函4)、土師器翠(第35図5)が出土しており、掘方覆土下位

で軸痕跡を覆うかたちで確認されたため。意図的な埋納の可能性が高いと判断した。

3_ 時期不明の遺構

日層上面で柱穴様ピットを36基検出している(第 3表・第4表)。また、性格不明の土坑を 7基検出

しており、いずれも遺物を伴なっていない。うち 6基は、盛土様を呈する平坦面に立地するため、年

代的には古代以降に属することは確実であるが、詳細は不明である。

S K129 (第 8図)

MD48区に位置する。不整形の平面形状をなし、長径0.72m、短径0.58mの規模を有する。深さは

0.19mで、ある。底部標高は91.1mで、ある。
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第 2節検出遺構と出土遺物

S K 166 (第23図)

MB53区に位置する。 II層上面より検出した。椅円形の平面形状をなし、長径0.70m、短径0.601TI

の規模を有する。断面は、ほぼ平塩な底面より、壁が急傾斜で立ち上がり、全体では逆台形様を呈す

る。確認面から底面までの深さは0.45mで、あり、底部標高は91.2mで、ある。覆土は地山土塊を含む黒

褐色土単一層である。覆土中位より近世陶磁器片が出土しているため、近世以降の土坑である可能性

がある。

S K 191 (第23図)

MB50区に位置する。 v層上部より検出した。不整楕円形の平面形状をなし長径1.37m、短径0.67m

の規模を有する。比較的平坦な底面から東側は緩やかに、西側は急に立ち上がる。確認面から底面ま

での深さは0.15mで、あり、底面標高は91.8mで、ある。覆土は地山土粒を含む黒褐色土単一層である。

Stく192(第23図)

NI B 50区に位置する。 V層上面より検出した。楕円形平面をなし、長径0.68m、短径0.57mの規模

を有する。地形に伴い東へ傾斜している底面から、壁はやや開きながら立ち上がる。確認面から底面

までの深さは0.12mで、あり、底面標高は92.1mで、ある。覆土は地山土粒を含む黒褐色土単一層である。

S K193 (第23図)

MB49区に位置する。 v層上面より検出した。不整楕円形の平面形状をなし、長径0.98m、短径0.45m

の規模を有する。比較的平坦な底面から、壁がやや開きながら緩やかに立ち上がる。確認面から底面

までの深さは0.07mで、あり、底面標高は92.2mで、ある。覆土は地山土粒を含む黒褐色土単一層である。

S K194 (第23図)

MB49区に位置する。 V層上面より検出した。不整楕円形の平面形状をなし、長径1.27m、短径0.58m

の規模を有する。地形に伴い傾斜した凹凸のほとんどない底面より、壁が開きながら緩やかに立ち上

がる。確認面から底面までの深さは0.06mで、あり、底面標高は92.5mで、ある。覆土は地山土塊・粒を

含む黒褐色土単一層である。

S K208 (第23図)

MD48区に位置する。 V層上面より検出した。不整楕円形の平面形状をなし、長筏1.03m、短径0.61m

の規模を有する。南側に比較的平坦な面を有する底面から、援が緩やかに開きながら立ち上がる。確

認面から底面までの深さは0.12mで、あり、底面標高は91.2mで、ある。

4.小結

遺構内出土遺物については第24図~第35図に記している。鴎として掲載した遺物についてはすべて

観察表を付した(第 8表~第11表)。掲載していない遺物もすべて平安時代の土師器、須恵器である。

生産遺跡は一般に、墨書土器の出土等は見られず、破損や焼成不良などの失敗品・不良品、あるい
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は半製品が多いとされる。本遺跡にあっても同様の傾向にあり、焼成不良のものが多く、黒斑のある

ものの比率も高い。吉付土器も少ない。そのなかで注目されるのは、内面もしくは内外部に黒色処理

を施したものが比較的多く見られることであり、黒色処理の工程は、本遺跡の工房内で、行われたもの

と判断する。

興味深いのは、本来、半製品や不長品であったものを工人たちが転用して自らの生活に役立てたの

ではないかと思われる資料が散見されることである。これらの土器には SK 1 105出土の査のように割

れの部分を擦った痕跡がみられる例もある。また、 SK 1 142から出土した杯(第29図6、第30図8.

15)のように、漆もしくはタールが割れの断面に固着しており、割れた後もそのままの状態で使用し

ことが明らかな資料もあるの

土器焼成遺構については、出土遺物のほとんどは土師器である。器種としては杯が多い。微細な須

恵器片もごく稀少ではあるが上位から出土している。これは後自:の混入か、もしくは焼き台などとし

て使用されたものの可能性もある。

精司氏は「土師器焼成坑の分類J のなかで、土師器焼成坑(土器焼成遺構)を、 と壁面が

焼ける被熱度合いによって、床、壁ともに被熱する士郎器焼成坑を iA類焼成坑J、床面のみ被熱する

ものを iB類焼成坑J、西日本に多く分布する明瞭な被熱痕を床面にも壁面にも有しないものを iC類

焼成坑j と3つに大きく分類している(註1)。本遺跡の土器焼成遺構はいずれも床面および壁面に被熱痕

を確認しているのでA類焼成坑に帰属し、平面形状においては横長の形態を指向するものと捉えてよ

いであろう。

工房;祉と目される竪穴状遺構からは杯のみならず窪@壷も多く出土しており、特にカマドを有する

S K 1 105 . S K 1 142は量。種類ともに豊富である。須恵器の出土は土器焼成遺構よりは相対的に多

いが、器形全体がわかるような資料は皆無であった。この須恵器が沢向かいに所在するとされる須恵

器窯の産か否かは確かめようもないが、状況証拠的にはその可能性はおおいに高い。今回の調査区で

出土した須恵器がし 1ずれも破片であり、接合したものが稀少であることは、隣接地から破片の状態で

持ち込まれた蓋然性を示すものといえよう。

出土土師器は土器焼成遺構、そ を通じ、いずれも§世紀後半から10世紀前半にか

けてのものが多い。そのなかで SJ 143出土遺物のみは若干新しい要素を含む。警も含めロクロナデ痕

跡の確認されるものがほとんどである。須恵器は上述したように、年代特定の根拠となるような器形

わかるような遺物の出土はなかっ

テフラ分析の結果、 SK 1 140、SD144およびSD205から検出したテフラ試料は、 10世紀代に降下

したものとみられる。このことは、出土土師器の帰属年代とも整合する。
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第 3節遺構外出土遺物

遺構外出土遺物については第36図・第37図に記している。図として掲載した遺物はすべて観察表を

付した(第11表)。掲載していない遺物もほとんどすべてが平安時代の土師器もしくは須恵器である。

遺構外出土遺物についても、遺構内出土遺物とほぼ同様の傾向が言える。年代的にも、遺構内出土遺

物と大きく離れるものは、近現代の陶磁器を除いては皆無である。

MM51区より底部内外両面に回転糸切り痕をもっj不が出土している(第37図2)。成部外面に匝転糸

切り痕を有する杯@碗・皿類土器はごく普通に見られるが、内面にも見られるものは極めて稀であり、

秋田県内で、は平成11年度に調査を行った古関E遺跡(飯田川町)に次いで 2例自である(註2)。全国的に

は、東京都南多摩窯跡群御殿山14号 (G14)窯(引)、群馬県月

1号窯(註5)などで出土例がある。

内面糸切り痕をもっ、こうした土器の存在は、「底部円柱づくり J という成形技法が想定されている。

本遺跡の出土土器の場合も、外国が右回りのロクロ回転を示すのに対し、内面は左回転を呈しており、

これは、右回転切り離しのネガと考えられる。また、粘土巻き上げの接合痕も観察でき、さらに底部

円柱上に成形されていた粘土が一部内面に付着している。

こうした諸点から、本遺物がロクロ水挽きによるものではないことは明らかであろう。この資料の

存在は、大量生産的な土器成形の一側面を示唆するものであり、「回転糸切り痕:ロクロ水挽き成形」

という従来の考え方が見直されるべきであることを示している。いずれにせよ、当地方におけるこの

時代の窯業生産が、ある種の専業性をもち、一部「底部円柱づくり J を採用することにより、製品の

企画化や作業の効率化が図られていたことを示すものとして評価できょう悦引。

また、実際の工具等の出土はみられなかったが、製作工程の一段階を示すと思われる焼粘土塊(第

37図7)が1点出土してし、る。この焼土塊には指頭大の回みのほか籾痕跡がみられた。

なお、不良品の再利用を示す資料はここでもみられる。高台を打ち欠いて再利用したもの(第36図

6 .ア)や破損した杯を転用して血としたのではなし1かと推測される資料(第36図13、図版 5-8) 

などがそれである。

註 1 望月精司「第 1章土師器焼成遺構の定義と形式分類 第 2節土師器焼成坑の分類」 窯跡研究会編 f吉代の土師器生産

と焼成遺構J 真鶴社 1997 (平成 9)年

註 2 秋田県教育委員会『日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書湘一古開 E遺跡-.] 秋田県文化

財調査報告書第317集 2001 (平成13)年

設 3 服部敬史・福田健司「南多摩窯社群の須恵器とその編年」 神奈川考古河人会『神奈川考古第6号j 1995 (昭和54)年

註4 群馬県教育委員会『上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告第4集 薮田遺跡.] 1985 (昭和60)年

註 5 恵那市教育委員会『正家 1号窯発摺調査報告書.] 1983 (昭和58)年

註 6 内面糸切り痕を有する土器についての記述は、

・野末浩之「内面糸切り痕をもっ山茶碗片をめぐってJ r愛知県陶磁資料館研究紀要 6.] 1987 (昭和62)年

・群馬県教育委員会『上越新幹線関係埋蔵文牝財発掘調査報告第4集 薮田遺跡.] 1985 (昭和60)年

などを参照した。
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S J 139 (A… B) 

1 黒褐色土(10YR2/3) 炭化物粒窪1~5rnrn梅少

焼土粒少粘性中 しまり中

焼土(固結)

池山土塊少

炭化物粒少

2 

S J 139 (E -F) 

1 黒褐色土(10YR2/3)

地山土塊中焼土塊

省

~、
~-----

、二二仁三戸グ

て二ゴニメ一一一一

S J 139遺物分布

一一-BA一一-94.2m
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地山土径2~3mm極少

s J 143 
1 黒褐名士(lOYR2/2) 

粘性中 しまり強

焼土(明赤褐色土5YR5/6)回結

A--90.2m 

ワ
] 

C一一一90.2m

一一一D

2m 
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s J 240 

一一一白A-一一93.0m

s J 240 
1 黒褐色土(lOYR2/2) 粘性中 しまり中

2 焼土(明赤褐色土2.5YR5/3)固 結 小 磯 少

実三ι34
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⑮一
ミ主J¥
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、、、¥町民、、、、、、、

S J 240遺物分布

一一一 BA -93.0m 

検出遺構(ヰ) (S J 240) 
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SKIOl 

1 黒褐色土(10YR2/2) 地山土粒径2~10mm少

粘性中~強 しまり中
S K P01B 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土粒窪5'"'-'20mm極少

粘性中~強 しまり中

S K P01C 

1 黒色土(10YR2/1)

S K POlD 

1 黒色土(lOYR2/1) しまり弱~中

粘性中 しまり弱~中

中品工
'Jq
，
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第13盟 挨出遺構 (5)(S K I01， S K 1141) 
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S K II04B 

S K II04A 

S K II04A 

A-93.3m 

ー
)
日 一一DC -93.3m 

SK l104A(A-B) (G-H) 

1 黒褐色土(10YR2/2) 炭化物粒少

i白山土塊窪トー3mm極少粘性中 しまり中 S K II04B 

S K 1 104B ( C -. D ) 

1 黒褐色土(lOYR2/3) シルト

粘性中 しまり弱~中

一一-F92.9m 

地山土塊径10"-'SOmm少

SK 1 104AP16(C-Di・P23(G-Hi

1 黒色ごと(lOYR2/1) シルト

粘性中~強 しまり弱 S K II04B 

S K 1 104B (E -F) 

1 黒褐色土(lOYR3/2) 小礎控3mm極少

粘性中 しまり中

褐色土(10YR4/4) 地山土塊径S"-'SOmm多

小磯径10"-'20鵬樺少粘性中 しまり強

黒褐色土(lOYR3/2) 地山土塊径S"-'SOmm少

粘性中 しまり中~強

2 

。
小磯筏5醐懐少

3 

SK I104BP30(E-F) 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 

粘性中 しまり中

検出遺構 (6) (S K I 104A . B) 
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G--95.2m 一一-H

~ 
P4 P6 

S K I105 
1 黒褐色土(10YR2/3) 炭化物粒少

池山土塊径1~3脚極少焼土少粘性中 しまり中

2 黒褐色土(10YR2/2) 炭化物粒少

地山土粒径1~3mm多

。 2m 

第15関投出遺構 (7)(S K 1 105) 
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S K I140A(A-B) 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 炭化物粒径2~5脚極少

2 火山灰(灰黄色2.5YR6/2) 粘性弱 しまり瑞

3 黒褐色土(lOYR3/2) 炭化物粒徒1~2mm少~中

地山土塊中~多粘性中 しまり弱~中

S K 1140A 
一一一 H

G一一一93.3m 2 3 1 

¥R35寸

¥撹乱 J 一一一一一一一

SKI140B(A-B) (C-D) 

1 黒掲色土(lOYR2/2) 粘性中~強 しまり弱~中

2 火山灰(灰黄色2.5Y R6/2) 粘性弱 しまり弱

SKI140A(E F) (G-H) 
一一 J 1 火山灰(灰黄色2.5YR6/2) 

2 にぶい褐色土(7.5YR5/4) 焼土と基盤土との混合か

粘性中~強 しまり弱~中

3 焼土撞色土(7.5YR6/8) 粘性弱国結

4 焼土 明赤褐色土(5YR5/6) 粘性弱撮めて強く閤結

1-一一93.3m

S K P 201 ( C -D) 

1 黒褐色土(lOYR3/2) 地山土少

2 火山灰(灰黄色2.5YR6/2) 粘性弱 しまり弱

K一一一93.2m 一一一し
SK199(I J) (K-L) 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土塊径5mm少

粘性中 しまり中~強

。 2m 

第16菌検出遺構 (8)(S K I 140， S K 199， S K P 201) 
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S J 404(1 -J) 

1 にぶい黄褐色土(10YR5/4)

2 にぶい赤褐色土(5YR4/4)

やや回結
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SD144(K-L) 

1 黒褐色土(10YR2/2)

火山灰(にぶい黄櫨色)

上位~中位に混入

キ占性中 しまり中~強
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G一一一 90.2m一一一BA一一一90.2111

¥ 

l P4 S J 404 

S K 1 142 (A -B) (C -D) (E -F) 

1 黒褐色土(10YR2!2) 炭化物粒径3~5rnrn極少

地山土塊径3~10畑中粘性中~強 しまり中

~強
黒褐色土(lOYR2/2)

粘性中 しまり中

ー一一一DC-90.2m 

地山土塊径1~3棚極少2 

S K 1142(G-H) 

1 黒褐色土(lOYR3/2) 粘性中 しまり中~強

2 焼土明赤褐色土(5YR5/6) 屈結

2m 。
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A一一… 一一一B

A 一一 一一-8

SK02 
SK08 

A一一一88.4m 一-8

A一一一88.1m 一一-8

SK02 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 小磯径2~8脚少

r:p礎控20阻下位より少~中粘性中 しまり中~強

SK08 

1 黒褐色土(10YR2/2) 地 111土粒箆2~5mm少

粘性中 しまり中

2 黒掲色土(lOYR2/2) 地山土塊径1O~50mmr:p~多

粘性中 しまり~~
3 黒褐色土(10YR2/2) 粘性中 しまり弱

ーかヘ
エし い A 

JZ〉¥¥¥三

丸ノ -8

SK20 
A一一一87.7m 一一-8

SK24 
A-…-88.6m B 

一七、〆
SK20 

1 黒色土(10YR2/1) 粘性中 しまり弱~中

S K24 

1 黒褐色土(10YR2/3) 地山土径5"-'50n凶l多

粘性中~強 しまり中

2 黒褐色土(10YR2/2) 炭化物粒梅少

地山土粒少粘性中 しまり中

一一-B

SK27 SK28 
A一一一88.6m 一一一8 A一一一87.6m 一一-8

S K27 

1 褐色土(7.5YR4/4) 暗赤褐色土(2.5YR3/6)極少

小磯径2~3閥横少粘性強 しまり中

2 黒色土(lOYR2/1) 小磯控3~5皿少

粘性中 しまり中~強

S K28 

1 黒色土(lOYR2/1) 地山土粒極少

小磯径3~5mm少粘性中 しまり弱~中

2 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土塊・地山土粒径2~lOmm多

粘性中 しまり中

o 2m 

第1君臨 検出選議 (11)(SK02・08・20・24・27・28)
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SK67 

SK67 

1 黒褐色土(10YR2/2) 地山土塊径lO.-_.20畑中

粘性中 しまり中

S K159 

A一一一 91.2m 一一一 B

一六ジ守一

S K159 
1 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土塊筏1Q.-_.30醐多

小磯径5醐極少粘性中 しまり強

@ 
A一一一 一一一 8

S K198 

A一一一93.0m 一一一 8

8 

S K145 

A一一一90.0m 一一-8

一℃之~
S K145 
1 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土粒極少

焼土粒少粘性強 しまり強

2 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土塊径3..._.5mm少

粘性強 しまり弱

⑧ 
s 

S K167 
A一一-90.4m 一一-8

d 
S K167 
1 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土粒径1.-_.5四極少

粘性強 しまり中

2 黒褐色土(10YR2/2) 池山土塊径3..._.1 Omm少

粘性強 しまり中

J ミιグ/
S K233 
1 黒褐色土(10YR2/2) 地山土粒佳1..._.3mm極少

粘性強 しまり中

2 黒褐色土(10YR3/2) 上部土師器片あり

粘性強 しまり中

o 2m 

第20盟議出遺構 (12)(S K67. 145.159ぺ67. 198 . 233) 
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S K328 
A一一一91.4m 一一-B

S K238 
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--c::::::::よ戸プー

S K238 

1 黒掲色土(lOYR2/2) 炭化物粒桂1"""5醐少

地山土塊荏2"""5鵬極少上部土師器あり 粘性強 しまりや

S K328 

1 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土塊径2~5醐少

粘性強 しまり中
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SK344 

SK344 

1 地山土塊

2 黒褐色土(lOYR2/2) 地山土塊少

粘性中 しまり中

S D205 

1 黒褐色土(lOYR3/2)

粘性中 しまり中

地山土塊多

SK529 

1 黒褐色土(10YR2/2) 下位に地山土由来の明黄褐色粘質土塊少

粘性中~強 しまり弱

2 暗褐色土(10YR3/3) 炭化物粒径2~10阻少~中 地山土粒少~中

焼土粒少~中 明黄褐色粘土塊中

3 暗褐色土(lOYR3/3) 粘性強 しまり中

4 黒色土(lOYR2/1) 明糞褐色粘土塊径20~30問中~多
粘性強 しまり弱管

A-O 一一一 8

SN405 

A一一一93.2m 一一一 B

-----c:ム~
SN405 

1 にぶい赤褐色土(5YR4/4)回結

2 黒褐邑土(10YR3/2) 

3 黒褐色土(lOYR2/2)

。 2m 

第21s霊輪出遺購 (13)(S K238 . 328 . 344 . 529， S D205ヲ SN405) 
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一一-8A-92.8m 

S N395A 

SN395B(A-B) (C-D) (E-F) 

1 にぶい赤褐色土(5YR4/4)圏結

2 暗赤褐晶土(5YR3/4)回結

3 にぶい赤褐色土(5YR4/4)圏結

4 にぶい黄櫨色土(10YR6/4)

5 黒掲色土(10YR2/2)

しまり中~強1針生中

S N 395A (A -B) 

l 黒褐色土(10YR2/2) 

一-F

ぺ f

S D205 

n
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せっJQ
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戸しと

S D204 

~プ
一一-B

一七ブー

S D204 

n
 

Q
J
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S D205(第8図E-F)

1 黒褐色土(10YR3/2)
S D204(第8図A-B)

1 黒褐色土(lOYR2/3)

粘性強 しまり中

しまり中中止ヱ上口地山土粒在1~3mrn撞少

地山土粒在1~3I1lrn~~少

S D204(第8関C-D)

1 黒r-~色土(lOYR2/2)

粘性強 しまり中

S D204 . 205) S K P324毛S Q550A . Bヲ
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S K166 S K191 

A一一一92.4m 一一一 B

A-一一92.0m -8  
1 
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S K166 

1 黒褐色土(10YR2/2) 地山土塊桂2~5醐少

粘f生強 しまり弱

S K191 

1 黒褐色土(10YR2/3) 地山土粒佳5~10捌少

粘性中 しまり強

A一一
を
A-ζ二〉一一一 B

S K193 

S K192 
Aー…-72.7m 一一一 8

A-92.7m 一一-6

一℃ミコー
一てニミァー

S K192 

1 黒褐色土(10YR2/3) 地山土粒径5""'10阻少

粘性中 しまり強

S K193 

1 黒褐急土(10YR2/3) 地山土粒窪5""'10阻少

粘性中 しまり強

A一一一 B
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一一エミコプー

SK194 

1 黒褐色土(lOYR2/3) 地山土塊少

地山土粒掻2~5阻極少 粘性仁ド しまり強

S K208 

1 黒褐色土(10YR3/2) 地山土塊径1O~501llm中

粘性強 しまり強
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13 (S J 240) 
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第 4章 調 査 の 記 録

j設格好号 所在区
検出 fミーまたは

司王箇形状 深(じmさ) 底面(m接)i潟 護士 VI治考11五 辺長 (cm)

5 K POlB MG53 V 58x98 不主主袴円形 12 88.2 民I[面図参照

5 K P01C MF54 V 29x40 隅丸方形 52 87.8 断街図参照 ロクロピットゴ二郎器・内黒(第34図12・13、第35凶1.2)出土

5 K POlD MG53 V 20x27 待問形 17 88.2 l折閥図参照

5 KP03 MF54 V 19x23 不整楕円形 8 88.2 黒褐色ゴ二単一層

5 KP05 MG53 v 16x26 持円形 14 88.1 祭褐色:と単一層

5KP06 MG53 V 21 x27 中背円形 17 88.0 黒縄色ゴ二時1一層

5KP07 MG53 V 19X27 楕円形 16 88.0 黒褐色ニi二単一層

5 KP09 MH53 V 21x49 不整楕円形 25 87.7 黒褐色土単一}議

5 KP10 MG53 V 18x29 符円形 6 88.3 時褐色土単一層

5KPll MH53 V 20x29 持円形 9 87.8 黒褐色土単一l習

5 KP12 MH53 V 21x23 不整形 8 87.8 日音褐色土単一層

5 KP13 MH53 、J 17x21 符円形 32 87.5 議褐色土単一層

5 JくP16 M 1 53 ¥! 16x 16 :不主主円形 25 87.2 不明

5 K P18 恥1153 V 23x29 不整楕円形 27 87.3 黒褐色土単一層

5KP25 MG51 V 39x55 不整楕河形 11 88.1 褐色土単麿

5KP26 MG51 V 24x30 湾問形 つ~臼つ 88.0 黒褐色土'i'.一層

5KP29 恥1G52 V 29x32 不整円形 12 87.8 黒褐色土単一層

5KP30 MH53 V 18x20 符円形 14 87.8 黒褐色土単一!窃

5 K P 311¥ MH53 V 26X35 不整楕円形 10 87.8 黒褐色土単一層

5 K P31B MH53 V 19x28 不整符内形 i 87.9 黒渇色土単一j笥

SKP32 MG53 V 19X20 内形 8 88.2 黒褐色土単一層

SKP33 MH53 ¥T 30X33 不整楕円形 12 87.8 黒褐色土単一層

S K P3，1 MG52 V 22X24 持円形 19 87.7 不明

SKP35 I MG52 V 24x27 楕円形 9 87.8 窯褐色単一層

SKP36 h在G54 v 35x61 不整椅円形 6 88.0 黒褐色士単ー層

5 K P37 MH5，1 v 19X34 十七円形 11 87.9 黒褐色土単一層

::， t王P38 lV1G52 v 16x33 不整干百円形 H三日i.Y 自音tt¥色土単一j菖

51王P40 孔IIG51 v 15x24 不整楕円形 9 88.3 黒褐色土単庖

SKP'12 MH53 v 13x 19 持円形 17 87.7 黒褐色二i二単…!笥

5KP43 MH52 v 12x16 f育円形 10 87.4 黒褐色土単一層

5 K P'14 MG51 V 23x25 不繋円形 13 88.4 黒褐色土単一j選

5KP'15 MH50 Y 46x66 不整指円形 13 88.0 黒褐色土単一層

SK P46 MH50 V 27x51 不整楕円形 12 88.1 H音褐色土単一層

SKP47 MH50 V 18x20 情円形 12 87.8 黒褐色土単一層 SKP48とE廷後

5 KP48 MH50 V 19x37 十言|弓形 12 87.8 黒褐色土単一層 5KP47と重複

SKP49 MH50 V 14x21 キ青円形 6 87.9 階褐o土単一層

5KP50 MH51 V 25x33 キ百円形 10 87.8 黒褐色土単一層

SI王P51 MH51 v 14x28 不整権問形 4 87.8 黒褐色土単一層

5KP52 M 151 V 09x 17 持円形 13 87.5 黒褐色土単一層

SKP53 MI51 V 13 x 18 4告円形 87.5 黒褐色土単一J必

5KP54 M 1 51 V 24x38 不整局円形 12 87.5 黒褐色土単一層

SKP55 .1¥1151 v 27X43 不号室楕円形 9 87.3 黒褐色土Jti一層

SKP57 MH52 V 18x21 十青円形 13 87.7 黒褐色土単一層

5KP58 MH52 V 25x25 円形 8 87.6 黒褐色土単一!雪 土師器i不・ 5霊片出土

SKP59 MH52 V 22x23 不整円形 5 87.6 黒褐色土単一層

SKP60 MH52 v Hx20 f育円形 6 87.5 黒褐色j二単一層

S KP61 MI-I52 V I 15X29 情円形 10 87. '1 黒褐色土単一j習

S KP62 MH52 V 22x32 不整楕円形 19 87.5 黒褐色土単一!欝

SKP63 MH52 V 18x21 楕円形 15 87.7 不明

SKP6rl MH52 ii 2，jX33 不整楕円形 16 87.8 不明

SKP65 ?νr I 51 V 35X40 楕円形 13 87.6 黒褐色土上手一層

S KP66 M 1 50 v 30X35 不整楕円形 MつMつ 87.5 黒褐色土単一層

S K P68 pνlG54 v 17x 19 不整円形 20 88.1 黒褐色土単一層

SKP69 MH52 v 22x27 不整惰円形 25 87.4 黒トろ色土単一層

SKP70 MH51 1ア 14x26 持円形 17 87.6 黒褐色土単一層

SKP71 MH51 v 59X59 不整円形 21 87.8 黒褐色土単一層

SKP72 MG50 V 27x28 円汗三 9 88.3 黒褐色二七時正一層

SKP73 MH52 v 19x23 f吉円形
円 87.4 泉筒色土単一層

SKP82 L T48 v 18x24 +古河形 4 94.2 議褐色土単一層

SKP83 L T49 v 34X46 不整形 18 9'1.1 i培褐色土単一局

S KP84 L T49 V 15x 16 円形 24 93.9 1'i'i‘褐色:1:単一層

SKP85 L T49 V 13x 16 椅円形 24 93.9 黒褐色土単一層

SKP86 LT'18 v 23x35 不整楕円形 12 94.1 黒褐色!っ時三一1'"

SKP87 L T48 V 27x28 円形 20 94.1 日音褐色土単一層

第2表柱穴捧ピット観察表 (1) 

60 -



遺構番号 所在区 検部出 辺径長また(cmは) 平面形状 {L(木mcmJC士， ) E主函(田標)高 覆土 備考

S KP88 LT48 V 18x18 円形 12 94.2 黒褐色上単一層

SKP89 LT48 V 18x 18 円形 12 94.2 黒悔色土単一j笛

S KP90 LT48 V 25x27 隅丸方形 28 93.8 黒褐色土単一層

S KP91 LT48 V 25x30 不整方形 31 93.7 黒褐色土単一層

S KP93 MA49 自 24x33 不援楕円形 21 92.6 黒褐色土単一層

SKP94 MA49 Il 29x40 不懇楕円形 12 93.0 黒褐色土単一層

SKP95 MB49 E 23x29 楕円形 9 92.2 黒褐色土再生一層

S KP97 MD49 自 37x46 不後楕円形 15 91. 4 不明

SKP98 MD49 E 45x53 不整符円形 26 90.9 不明

S KP99 MC50 E 22x24 円形 35 91. 5 黒褐色土単一層

S KP100 MC50 百 36x'13 椅内形 27 91. 3 不明

S KP106 L S51 V 35x49 i持丸方形 15 95.1 黒褐色土単一層

S KP107 L S51 V 33x33 i調丸方形 12 95.3 11奇褐色土単一層

S KP108 L S51 V 25x25 円形 8 95.3 H音褐色土単一層

S KP 109 L S51 v 21 x23 楕円形 19 9/1. 7 H音褐色土単一層

S K Pll0 L S51 V 20x21 円形 12 94.8 H音ril¥色ニヒ単一層
S K P 111 L S51 V 19x22 楕円形 14 94.4 H音褐色土単一層

S K P112 L T51 V 25x29 キ育円形 J 94.1 ff音褐色単層

S KP113 L S49 v 17x20 椅円形 14 94.6 黒褐色二i二単一j務

S KP114 L S49 V 19x20 円形 18 94.5 ~褐色土単一層

S K P1l5 L S49 V 28x'13 半百円形 27 94.3 黒褐色土時五 庖

S KP116 LT49 v 25x35 不整楕円形 17 94.1 黒褐色土単一!爵

SKP117 L S49 v 26x27 円形 19 94. Z 黒褐色土単一!誇

S K P 118 LT49 V H:ix21 中首!斗i隠 14 94.2 主義褐色土単一層

S KP119 L T49 V 26X31 持円形 16 9，1. 1 黒褐色土単一層

S K P121 MCd9 立 32x36 楕円形 6 91. 7 不明

S KP 122 MD49 II :35x40 中首ドiJ伝 16 91. 'I 一不明

S K P123 MD50 E 3Zx'10 不務楕円形 23 90.9 階褐色こと単一層

S KP1Z'1 MD.19 立 22x29 不整楕円形 12 91. 3 黒褐色こ!こ単一層

S K P 126 MD48 百 26x34 楕円形 15 91. 5 不明

S K P127 MD，18 H 39x45 不整楕円形 10 91. 6 黒褐色土単一層

S KP128 MD48 五 35x46 待問形 14 91. 6 黒褐色土単一層

S K P130 MD48 百 35x37 円形 21 91. 1 野音褐色土単一層

S KP 131 ME48 E 31 x32 IT]形 19 90.5 集褐色土fi3-一層

S K P132 IvIE48 E 35x35 不裳円形 11 90.7 集t~色土単一層

S K P 133 ME48 E 25x29 |将丸方形 19 90.5 黒褐色土単一層

S K P 134 ME48 E 30x36 不整楕円形 23 90.3 黒褐色土単層

Sl王P135 ME49 E 32x32 円形 36 90.1 蒸褐色土単一層

S KP136 ME49 E 21 x28 楕円形 26 90.2 累渇色土単一層

S KP137 ME49 H 20x20 円形 b 90.6 黒褐色土l$i一層

S K P138 MD49 E 27x45 不整楕円形 14 91. 0 不明

S KP147 MD53 v 31x38 楕円形 20 9.0 黒褐色土単一層

SK P148 MC53 iT 18x22 不整楕円形 12 90.3 黒褐色土単一周

SKP149A MC53 V 42xL16 不整円形 27 90.2 黒褐色土単一層 S KP149Bを切る

SKP149B MC53 v 32x58 不猿楕円形 21 90.3 黒褐色こと単一層 S KP149Aに七リら才もる

S K P 150 MC53 V 25x40 椅円形 24 90.3 階褐色土単一!習

Sl:く P151 MC54 V 31 x41 楕円形 27 90，3 H音褐色土単一!替 S K P152を切る

S K P 152 MC54 V 34X50 椅円形 31 90.2 黒褐色ニ!二単一層 S K P 151に切られる、 SKP267を切る

S K P 153 MC54 V 26x46 楕円形 30 90，2 暗褐色土単一層 S K P154と重複

S K P154 MC54 V 21 x23 楕円形 12 90.3 不明 S K P153と重複

S KP155 .tvlC54 V 25x40 不整楕円形 47 90，2 階褐色土単一層

S K P 156 MC54 V 30x53 不整楕円形 25 90.5 蒸褐色土単一層 土部器原片出土

SKP157A MC5/j v 20x28 不整楕円形 12 90.7 黒褐色土J:ii.-層 S KP157Bと重複

S K P 157B MC5'1 v 20x25 楕i司形 14 90.6 黒褐色土単一層 S KP157Aと重複

S KP158 MC54 v 18x21 楕円形 21 90.4 i府褐色土単一層

S K P160 MC55 v 26x29 不整円形 17 90目 5 黒褐色土単一層

S K P 161 MC55 v 27x27 円形 17 90.5 時褐色土単一!醤

S K P162 MC55 V 36x43 1育円形 17 90. !1 黒褐色土単一層

S K P 163 MC55 V 45x48 不繋円形 24 90.4 不明

S KP 169 MB49 E 35x47 不整形 19 91. 9 黒褐色土単一}議

S K P170 MB49 立 22x25 楕円形 12 91. 9 黒褐色土単一層

S KP 171 MB48 E 30x80 不整形 10 92.1 黒褐色土王手一層

S K P172 MB49 耳 21x28 楕円形 19 91. 9 黒褐色土単一層

S K P173 MB49 立 30x35 +青円形 12 92.0 黒褐色土単一層
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第4章調査の記録

遺構番号 所在区 検国出 辺筏長また(cmは) SJ1ー函形状
j祭さ

底面(田襟)高 磁土 備考
(c田)

SKP174 五1C，19 E 19x24 千者向万三 6 90.8 黒褐色土単一層

S K P175 MC49 H 24x24 i奇形 6 91. 8 陪褐色土単一層

S K P176 MC49 E 28X30 不援問形 13 91. 7 黒褐色土単一層

S K P 177 ME48 五 34x41 不整楕円形 9 90.8 階褐色ゴ二単一層

S K P 178 MD49 百 30x31 不殺方形 6 91. 5 黒沼色土単一層

S K P179 MD49 H 19x23 格円形 22 91. 0 黒褐色土単一層

S K P 181 MC51 V 25x29 楕円形 15 90.9 黒褐色土単一!留

S K P 182 MB51 V 22x25 不殺楕円形 12 91. 2 ~褐色土単一j習

S K P 183 MC51 V 25x29 中者向形 11 90.5 黒褐色ゴ二単一層

S K P184 MC51 V 19x20 待問形 19 90.2 黒褐色土単一!習

S K P185 MD51 v 24x24 円形 “つ“つ 90.0 黒褐色土単一層

S K P186 MD51 V 28x28 不裳円形 26 89.9 黒褐色土ヰi 層

S K P187 MD51 V 23x27 楕円形 30 89.7 黒褐色土単一層

S K P 188 MD51 V 20x21 円f杉 14 89‘7 黒褐色土単一層

S K P189 MD51 V 34x61 不整楕円形 18 89.7 黒褐色土単一層

S K P190 MD51 V 29x52 持円形 13 89.6 黒褐色j二単一層

S K P196 MD51 V 18x23 楕円形 18 89.9 不明

S1壬P20l MA53 V 30x52 不整楕円形 16 92.9 ;黒褐色土単一層 :上師器土不(第35関3)lL¥J: 

S K P207 IvlA51 V 30xl[1 十吉p:j形 32 92.2 謀総色土単一隅

SKP209 ME51 v 14x70 不整形 15 89.4 黒褐色土単一層

S K P210 ME51 v 18X19 円形 89.5 黒褐色土単 A溜

S K P211 ME51 V 25x27 楕円形 15 89.5 不明

S K P217 MB49 E 33x35 不整円形 18 92‘3 i倍赤褐色土単一!誇

S KP221 lV1D50 H 35X37 不主主楕ILJ形 1'1 91. 3 議褐色土単ーj函

S K P222 MB52 V 33XL13 方形 18 91. 7 不明

S K P221[ MC51 V 27x29 不護方M 11 90.1[ 黒褐色土単一層

SK上'225 MA50 γ 25λ26 一円形 24 92.2 議褐色土単一ーj否

S K P226 MC52 V 34x51 ト百円形 11 90.6 黒褐色土単一層

S K P227 MC52 v 46x50 不整袴円形 19 90. ，1 黒褐色土単一層

S K P228 MC52 V 24x25 円形 11 90.2 黒色土単一層

S K P229 MD52 V 2'lX2t1 円形 20 90.1 黒色土単一層

S:t王 P230 か'1052 v 33x37 十告円形 28 90.0 黒色土単一層

S K P231 MD52 V 2t1x26 不整円形 8 90.2 黒色土単一庖

S K P232 恥1C52 v ，19x63 不接持円形 19 90.7 黒褐色土上p.-I醤

lI t lS S S S KKKKPPPP222233336759t M 1L L S5J 

v 31x!12 楕FLl形 50 94.6 不明

S52 V 31 x49 不整;f告円形 10 94. t1 日制高色土単一層

S52 v 33X43 不設方形 26 9，1.1[ 黒褐色土単一層

A55 、J 17x25 楕円形 27 92.7 黒褐色土単一層

S K P241 MJ主56 V 27x29 方 形 11 91. 7 祭褐色土単一層

S K P2t13 L S52 V 26X32 不整様円形 21 94.6 黒褐色土1ji一層

S K P244 L S52 V 30x31 円形 19 94.8 黒褐色土単一層

S K P245 L S52 v 26x68 不整楕円形 5 911. 7 不明

S K P246 L S52 V 27x29 円形 14 94.8 黒掲色土単一層

S K P247 L S52 V 27X31 4官円売3 9 94.7 l培褐色土単一層

SIくP248 L S52 v 25x27 1脊円形 15 94.3 黒褐色土単一層

S K P2'19 LT52 v 23x27 f青円形 11 94.2 

S K P250 L S52 V 23x30 楕円形 12 9t1.3 黒褐色二l二単一層

S K P251 L S52 V 19x23 キ.j:f円汗芸 14 94.3 黒褐色土単一層 S K P252と蚤複

S KP252 LT52 v 18x20 十百円形 9'1. 3 黒褐色土単 -J湾 S K P251と重稜

S KP253 L T52 V 26x34 楕円形 12 94.0 黒褐色士単一層

S K P254 L T52 V 20x23 不整方形 h 94.1 I情褐色土単一層

S K P255 LT52 V 23x31 不義梅円形 10 94.2 黒褐色土単一層

S1壬P256 LT52 v 48x60 網丸方形 13 93.9 黒褐色土単一層

S KP257 L T52 V 36x48 椅円形 8 93.8 黒褐色土単一層

S K P258 LT52 v 32x52 不:整符円形 9 93.8 黒褐色土単一}議

S K P259 L T52 v 26X37 不整椅円形 12 93.7 黒褐色土単一謄

S K P260 MD52 V 28X31 中古pj形 89.6 黒色土単層

S K P261 M丘51 V 30X31 不整楕円形 1'] 89.5 黒色土単一!留

S K P262 MB51 V 23x23 円形 27 91. 9 主義褐色土1ji-1醤

S K P263 MA51 V 17x23 情円形 11 92.0 黒褐色土単一層

SIくP264 MA51 V 30x52 手書円形 16 92.1 n音褐色土単一層

S K P265 MA51 V 27x28 不整円形 28 92.2 黒褐色土単一層

S K P266 LT51 V :15X;J7 フド整楕円形 18 93.7 黒褐色土単弱

S KP267 お'1C54 V 38x51 T百円形 22 90.3 黒色土単一層 S K P 152に切られる

第ヰ表 柱穴様ピット観察表 (3)
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遺構t寺号 所在区
検出 、n径Eまt二l士、 平図形状 深(cmさ) 

宜τ3.6止寸百五」百主Fとh 
{除考

耳石

S K P268 LT51 V 18x32 持円形 10 

S K P269 L T53 V 27x30 不整方形 7 93.8 黒褐色土単一!翠

S K P271 L T53 V 30X40 不整方形 16 93.0 黒褐色土単一層

S K P272 L S53 V 17x20 待問形 20 94.3 黒褐色土単一!留

S KP273 L S53 V 30x35 持円形 10 94.3 黒褐色土単一層

S K P274 L S53 V 20x20 円形 18 94.4 褐色土単一層

S K P275 L T53 V 13x25 不整楕円形 7 93.9 黒褐色j二単一層

S K P276 L T53 V 45x68 不整格阿形 35 93.8 黒褐色土単一層

S K P277 L T53 V 20x23 中育円形 13 93.5 黒褐色土単一層

S KP278 LT54 V 2L1x30 椅円形 25 93.5 黒褐色土単一j習

S K P279 lVID52 V 33x35 円形 29 89.7 黒筒色土単一層

S K P280 lVIC52 v 13 x21 椅円形 11 90.2 不明

SI壬P281 MC52 V 23x33 符円形 34 90.1 黒褐色ニ!二単一層

S K P282 MC53 V 17x2l 楕円形 22 90.5 黒褐色土単一層

S K P283 MC53 V 19x33 楕円形 10 90.5 黒褐色上単一層

S K P284 MC53 V 16x20 楕円形 15 90.5 黒褐色j二J:ji一層

S1くP285 lVIC53 V 16X 16 円形 10 90.9 黒褐色土単一層

Sl三P286 MC53 V 18x20 楕円形 9 90.8 黒t，~色土 層

S K P287 MC5/1 V 18 x 21 椅円形 Mつ3 90./1 掲色一 層

SKP288 MC54 V 15X20 持円形 8 90.6 黒褐色土単一}畜 土師苦a::r不片出二ヒ

S KP290 五'1C54 V 18x20 十吉円形 19 90.5 黒褐色ことw-一層

S1くP291 LT54 v 20x28 |有円形 14 93.9 黒筒色土単一層

S K P292 L S5，1 九J 23x26 符円形 15 9，1. 1 11音褐色 1:単一層

S K P293 L 1'54 V 24x29 持円it手 13 93.9 黒褐色土単一層

S KP294 L T54 V 18X22 持円形 11 93.8 黒褐色イて単一層

S K P29.'i LT54 V 20x2<i 楕円形 12 93.5 黒褐色こと単一層

SKP296 L 1'54 νd 20λ三日 ふ告PH伝 10 臼3.6 黒褐色土単一層

S K P297 LT5，j v 18 x21 干青円形 13 93. ，1 黒褐色土単一層

S1王P298 L T54 、J 27x43 ?青円形 16 93.7 黒褐色土単一!吾

S K P299 L S54 v 33x45 偶丸方形 12 9，1. 0 黒褐色

S K P300 L T54 v 17x20 持円形 19 93.8 黒褐色土単一層

S KP30l L T54 v 21x24 不殺椅円7f; 27 93.6 黒褐色士単一層

S KP302 LT54 V 21 x25 不整椅円形 18 93.7 議褐色土再三一l萄

S KP303 L T5;1 V 21x27 符円形 21 93.5 議渇色土単一層

S K P304 MD54 v 14x29 償問形 つ““つ 90.0 黒褐色土単一謄 土師器杯片出ニl二

S K P305 ?νW54 V 21x25 楕円形 9 90.1 黒褐色土単一層

SKP306 乱.'1D55 V 15 x 18 キ百円形 9 90.0 黒褐色土単一層

SSSS S K KKKK PPPPP却3333四田11071 I~しDTTTT5M5茄M45 Il vv vvvll||| 22皿却2951xX××X2団出四32~lf楕持楕不不整整円円円抽形形惰修円円形形 t 1 t152801 l 1 I 開 9 

黒沼色ニ!こ単

単一層

93.4 

単一層

黒褐色土上昇一層

93.3 日前呂色土~一層

S KP312 LT55 V 12x 18 楕円形 6 93.3 黒褐色土単一層

S K P 313 L T55 V 19x34 不整符円形 12 93.3 黒褐色土単一i務

S K P314 L T55 、J 21 x27 中古円形 19 93.2 H音褐色土単一層

S K P315 MD55 v 22x28 楕円形 12 89.8 黒色土単一層

S K P316 お1D55 V 20X22 Pi形 5 89.8 黒色土単一層

S KP317 MD55 V 26x31 楕円形 13 89.8 黒色土単一層

S K P 318 MB  . MC54 V 29x35 不整待円形
円 90.9 黒掲色土単一層

S KP320 MA55 V 22x25 不~ié:i有円形 10 92.2 黒福色土単一!霞

S KP321 MA54 V 22x24 方形 15 92.1 主黒褐色すて単一l爵 S K P374と重複

S K P322 MB54 、J 4n 4Jn、λ(25 不護円形 ムりルつ 91. 9 H出品色土単一溜

S1くP324 MA53 V 38x43 十百円形 15 92.2 黒褐色土単一層 ロクロピット 土師器均2・登(第35図4，5)出土

S K P325 MA53 もr 22x26 I言問形 8 92.8 黒褐色土単一層

S K P326 MA53 、J 30x36 楕円形 12 92.8 R音Î~色こと単一層

S K P329 L T51 v 25x28 f育円形 lLl 93.5 黒褐色土単一層

SKP3: 39x56 惰円形 21 90.1 泉褐色土上昇 層 SDH4に切られろ

S K P332 MD52 17x26 椅円形 “ つ 89.9 黒褐色土単一層

S K P333 MD52 V 21 x27 字詰問形 13 89.8 黒褐色土挙局

S KP334 MB53 V 60X71 不整楕fIJ形 31 91. 3 黒褐色j二単一!習 須恵告書議、ニヒBili器護片出土

SKP335 MA55 V 19x23 不2愛情円形 16 92.11 黒褐色土単一!留

S K P336 MA55 V 17x29 楕円形 20 92.2 黒陥色ょL単一層

S K P337 MA55 V 15 x 18 不繋権問形 15 92.2 黒褐色二i二単一層

S K P338 11'1A55 V 18x21 不設楕円形 15 92.4 議褐色土単一層

第5表柱穴様ピット観察表 (4)
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第 4章 調 査 の 記 録

i立f111?怒号 所在
検出

辺1壬jミまた(crはn) 
組l

王手間形状 ぷ(告cmさ) l夜間(田襟)高 夜:l二 1HIPき

S K P:J39 MA5S 、J 21x21 円耳2 11 92.0 茶ぞ1色卜単イ汗

S K P 341 lVIA56 V 22x29 t1'iP'IJf，; 8 91. 8 黒色:l二単-Jf?J

S K P::I42 MA56 V 22x29 符II]7杉 17 91. 7 色;上単一層

S K P345 MA5L1 V 3L1x74 不整中長円形 18 92.2 黒褐色土ヰi…!間

S K P346 MA54 V 16x22 持I[J形 6 92.2 黒褐色こ|二単一回

SKP3L17 MA54 V 23x33 :fi')円形 17 92.1 色二l二単一!同

S 1<: P3L18 lvIA54 V 19x 19 不援円形 29 91. 8 j黒色土単-Jfii

S K P 349 MA54 V 21 x21 内1彰 14 92.1 色オ二ヰ層

S K P350 MA5L1 V 16x 19 符円形 10 92.2 黒褐色こ

S K P ~)51 MA55 V 1L1x22 持円形 17 91. 9 不明

S K P352 MA55 、す 18x23 不整楕円形 12 92.0 ];¥'l.色土単一層

S K P353 MA5'1 、J 29><55 十告FrJJT0 21 92.5 黒色土ヰi -J将

SlくP354 L T5fl v 25><43 待問Jr"， 9 臼::1.0 染色←単一j必

S K P355 ME5!1 ¥f 22><28 十告円形 ワ--ワ 89.2 H:!;尚色ヰ S B549fこヰ吊

SlくP356 MD54 V 15x 18 情円形 9 89. d 黒↑る色ゴ二主一層

S K P357 MD54 I v 十告円形 ウt 89.4 不明

S K P358 MD54 v 17x24 椅円形 7 89.5 時褐色土単一倍

出 KP359 MD54 V 18><21 卒者向形 出 89.6 不明

S K P360 MD5.1 V 20><24 不整楕1'11杉 8'J.6 11青褐色一層 S こ帰

SlくP361 MD54 九J 15x31 指円)f;i s 89. i 黒褐色土単一勝

S KP362 ivID54 V 。ム円V、̂J ムつムり 椅 ILJ形 11 89. 褐色土一層 S 135，19に帰属

S K P363 MD54 、..;- 21:><33 指FLJ形 つ--つ 89.7 11音褐色上

S KP::i6，l ルID5'1 v 21 中古p:pr"， 10 

守零長誤飴色飴色j色色上 ~単尋単中一問肘明間S K P365 L T54 v 6ム)'ムJノ、又_，ム3ハに3 楕円形 1臼 93 

S K P366 L S5!l 、7 3(:)><36 守二整円形 20 (J/l 

S K P367 L T52 V 21 x25 

l杯l惰十整円L相形形円形

16 93. 

S K P368 LT53 26x28 1¥1 ~ß. '1 議色 i単 j醤

S I{ P 369 L T53 V 34x.10 12 百つd つu 黒色土一!湾

SI王P370 山主仁川 不撃情円]f"， 11 92.8 不明

Sf三P371 MA53 I V I 13x21 1有円形 η5 92.5 ~~~ fEJ色ごと単一層 土日r[i保護!十出土

S K P372 MA53 I ¥' I 20x23 I~耳丸ブ了n手 17 95.0 黒色~!づ府

S 1<: P373 MA53 V 20><24 隅丸方形 13 92.9 単色二1:単一!活;

S K P371 !v[A54 V 47x47 不終}'it杉 18! 92.2 黒褐色土単一i沓 S K P321と重複

S K P375 Mi¥5Ll 1も? 18)< 28 持I'J形 8 'J2.9 不明

S K P376 L T55 30x31 円形 24 92.5 黒褐色土i行 母

S K P377 LT56 v 18x23 持円形 17 92.6 黒褐色二l~単一層

S K P378 T56 18x29 十百円7f3 “つ“つ 92.6 黒褐色土単一層

S K P379 L T56 v 20><35 指円形 16 92.7 議褐色土単一層

S K P380 LT56 v 35x50 不撃情内f[q 1/1 91. 5 然、褐色j二単一層

S K P3811¥ MD5'l V 16x23 tiミ円w; 11 89.9 ;肘白色土単一層 S B5L19に帰属

S R P381B LT56 V 21 x25 楕円形 16 92. Ll 不明

S K P382 MD53 V 22x28 十告内Jf，; 14 89.6 黒褐色土単一層 S B5/19に帰属

S K P383 ME54 v 18x20 不裟円形 8 89./1 不明

S K P384 ivIE54 V 20x22 イ室内形 8 89，3 黒褐色土単一層

S K P385 MB56 v 25><38 f青円形 20 90.9 黒褐色 i単一層 l 
S K P386 MA5.:) v 19x20 円形 15 92.0 黒褐色土単一層

S K P387 11/1B51 V 25><26 円形 38 91. 6 黒褐色二i二1li-一層

S K P388 LT54 V 22x26 不整符円形 1'1 93. () 褐色土単 .1替

S K P389 MA5() V 14><32 不整楕円形 14 91. 6 E手め色ゴて層

S KP390 MB56 ¥! 18><26 協同形 6 91. 1 黒褐色土単一層

S K P 391 ivIC56 v 14::< 16 情円形 b 90， .:) 黒i:@J色土単層

S K P392 JvIB53 V 13x 1i ノト整楕円形 13 92，1 黒褐色よJ.i.i-I琶

S K P393 MB53 V 15><2.1 十青円形 6 92.1 祭↑岳色二上:単一層

S K P394 MB53 V 18x20 円形 31 92.0 黒ト日色土単一層

S S S K I K PFP339【

M正~54 V 24x33 不整楕円形 s 92.0 黒褐色土単…ー間

MC56 v 16x20 楕円形 l 90.4 よゑ褐色ごと単一層

MC55 v 17x20 ?百円形 10 90.2 黒↑i詰色土Jfi。 魁

S K P399 MC53 V 17x23 不笠楕円形 6 90.4 黒褐色土単一!詳

S K P400 MC54 V 16>< 18 楕円形 16 90，2 黒褐色J:1i主一層

S l{ P40l MC54 V 18x21 中青円形 13 90，2 黒褐色jニ単一層

Sl王P402 MD5，1 V 25x26 円形 24 90.0 黒?昌吉2土単一層

S K P'103 MD54 V 22x23 不諮問形 12 90.0 黒褐色土単一層

SIくP408 MD51 v 25x28 府II=JJf，; 21 89.7 黒褐色土持苔

S K P409 MD52 V ::10 x 118 十~j円形 21 89.6 然治色土単一j醤

第 8表柱穴様ピット観察表 (5)
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遺構番号 所在区
検出

辺経長また(c田は) ilZiiTi ff~;lJ~ 訟fをc田さ) f怠雨(田模)i認 続一i 研[i考
活i

S K P501 L '1'55 V 17x3り t1'iI1jjfo::. 10 89.5 思呂色二i二単一 .J脅

S K P502 L '1'55 v 33x41 ;fj~円形 15 92.8 黒褐色こi二

S K P503 L T55 V 15x2日 H'iflIJ髭 10 92.7 主褐色土i科~r\l)

S K P504 L T55 V 26x27 円形 28 92.5 黒褐色ゴ二一層

S K P505 ME51 V 14 x 16 符円形 8 89.6 黒褐色こl二単一層

S1-く P506 ME51 V 17x22 1有|巧jfo::. 11 89.5 黒褐色土単~R乙;

S KP507 ME51 V 19x26 符fIj形 15 89.5 黒褐色こヒヰi司層

S KP508 MD51 v 27x29 円形 13 89.7 然褐色土単一層

SKP509 MD51 V 22x23 内1彩 4 89.8 黒褐色土単一層

S K P 510 MD51 V 13x 19 椅円形 9 89.8 黒褐色単一層

S KP511 MD51 V 13x22 中古rHP; 円j 89.9 黒 褐色忍

S K P 512 MD51 V 17x22 指|弓]彩 31 89.8 黒褐色 1:1ji.一層

S K P 513 lV1D51 V 23x2G 椅ド]j杉 89.9 ;黒褐色オ二ij土 問

S P 514 IvID51 11 15x20 !吉円形 え8 90.0 褐色土一層

S K P 515 MD51 v 19x24 絡iリf杉 15 。。り 黒褐色土単‘!習

S K P516 MD52 ¥T 24x2R 楕円形 Mつ3 89. c) 黒色ごと単一層

S K P517 MD52 V 21 x25 情円形 15 90.0 黒褐色こと単一層

S K P 518 ivID52 v 18x20 i弓形 15 日0.0 許品色土j手 !弱

KP519 MD52 20x21 IfjJ杉 12 90.0 黒褐色土liミ一層

SIくP520 MD52 H 20x24 椅IIJ形 9 89.9 黒褐色土主 .1努

S MD52 v 17x 19 十万円1杉 18 i 89.7 黒褐色 I:W.一層 』

SI三P522 MD52 V 21 x25 |有円形 13 89.7 黒褐色土単一

Sl三P523 MD52 ¥! 19 x 19 i吋11三 24 89.4 議褐色オコi界一!母

I S K P524 MD52 V 19x32 字詰内]f，; 25 89.7 黒褐色土Ji士一層

S KP525 MD52 v 18x 19 円形 15 89.8 黒褐色土単一層

I S K P526 ME5'1 V 2.elX28 4苦円形 10 89.υ 9 不明

I S KP527 ME54 V 32x46 不妥結円形 12 89.2 手袋↑各色土単一!醤

I S K P528 ME51 36 x 11，1 楕円形 10 89.2 黒褐色:1:単一層 1:間探索片山 i

I S K P530 MC52 v 18x21 F言内耳2 19 90.3 不明

I S KP531 MC52 v 18x22 字詰rHrう; 17 90.3 黒色土…層 S K P532と重複

I S K P532 恥1C52 V 19><24 ?百円形 17 90.3 黒色土単一層 S K P 531と重複

S KP533 MC52 I v I 18 x 19 円形 8 90.6 紫色土iii.一層j

SlくP53/] MC52 V 13x 15 十吉円形 黒色土持ー層

S K P535 MC52 v 23;<28 十告円形 30 90.3 黒色 L単 j喜

S K P536 MC52 1ア 18x30 十者円形 11 90‘4 黒色土単一層

S K P538 MC52 V 2/]x/]!1 コド整惰円形 20 90.3 黒色土111一層

S 1くP5:39 MC52 V 20x25 情円If:三 り 9U. :3 黒褐色土単一層 S KP5:10と重複

SI三P5'10 I¥IC52 22x2G 楕1'1形 18 90. :3 黒色土単一層 S K P539と重複

S KP541 MC52 、J 20x20 円形 15 90 

S KP542 MC52 V 19X32 1有円形 36 90.2 黒色ごと一回 S K P543と重筏

S KP543 MC52 v 17x29 楕円形 36 90.2 黒色ゴ二単一層 S KP542と重複

S K P5'H MC52 V 25x25 円形 3!1 90.4 黒色土単一層

S KP515 MC52 V 13x 16 不3室内形 28 90.5 黒色土単庖

S KP546 MC51 、J 15x23 f青円形 12 90.5 黒褐色土単一層

S KP548 MD. ME5'j v 21 ><22 不笠円形 9 89.4 不明 S B549;こ帰属

表ウ
f ツピ 〈告〉
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第4章調査の記録

与育関 骨_"'_す白 二地点 係自IJ !Y::l.磁 残存 1:11壬 l怠1壬 間宮高 法筏 壬 タト成立1(/ ll:H/fi特徴 色調 {市

在j:{立 (crn) (crn) (crn) f百 指数 台部特徴 内illi 外活i

ロロ
24 s J 125 ト白fi%， 有力i干 III; 丘l

山 内舛而口ク口ナデ ィ長持続 Iを.b¥J守 台f手6.5cm、台高1.5cm

24 2 s J 125 j二郎総 占F n~底 13.6 5.1 4.7 O. .10 0.35 関糸(おっ )1翠滅 内外 illi口クロナデ t主主主燈 後'i1Hft 底許111こ穿干し (2.2cm x 1. 5cm) 

24 3 s J 125 土自ifi%苦 士子 を 12.5 5.0 '1. 6 0.40 O. :17 回糸(Acl) 1}9外商摩滅 後i立|註 浅黄ド? 内タト滋色N.i'f物

24 4 日J139 j二布li¥l'J 上干 !関~成 5.6 問糸(:;{:i) 内外面ロク口ナデ 浅主主従 I主主主一俊 切り隊しやや失敗か?

21 s J 139 :1:ilili.:l'J 珂、 腕~成 5.0 [iiJ糸(右) 内外[必口クロナデ J主立 淡i立J立 外It.l:面禁日E

24 6 s J 139 1::自市計; 上fて 止t 5.2 間糸 内外 I在日f，~il& 1:浅こぶ黄燈い蹴 l 浅ルß~l笠 外1怠曲I黒fXE

[附外市ヘラ号ナケデズリ24 7 s J 139 jこ自iliit{} 号E 腕ド~l丘 9.0 滅 浅災後 浅災後

24 8 s J 143 土品I[i総 tp 日 ~I日iij 12. :1 内外泌ロク口ナデ 浅古 t主i立在t

211 日 s J 1.13 :Ulili去二 上干 1:1~ljiiì 1:l. 5 内外iiriロクロナデ {を l天i当

24 10 s J 143 土抑止2 i不 日 ~I胴 12.6 内外市ロクロナデ l守 lIT 

ii s J 143 j二郎主 F干 !-!-....J例 12.5 内外国ロク口ナデ 者{歪 ìl~者十立

2.1 12 s J 143 l:uif;総 長不 百主 5.3 回糸(;f寸) 外内i日IIIii手ロ'1)'ク喜ロナデ にぷい蒜絞 にぷしも黄絞 外l良県成

24 13 s J H3 i自1;器 、 I1向~段 [，，1示L(i) 内外liriロクロナデ 法裁 μJ員 タI.{ftí;v.~民ム外!ll:スノコ状JDii

24 H s J 14:; 士郎器 11伺止 4.討 ミ{右y 内外出口夕日ナ千 浅持続 浅"，{在 内外低[函庇

i s J 143 上自iji総 j干 j:1~ほ 14. .1 5. " 1.6 0.38 0.32 間糸(右) 内外初日夕日ナデ J主tf-i+立 I長2竜怪

25 ワ s J 143 ー上自1I出; j干 口~夜 13.0 5.2 4.2 0.40 0.32 |川糸f千干)=三重工ili品 内外雨口ク口サデ i毛主11f 主歪読後 タト11[11耐2次被熱痕

3 s J 143 土抑止1 11' IJ --成 12.3 1.6 5.0 0.37 O. .l! 間糸 内外雨降滅 til にぷし、佐

25 4 s J 14::1 |由li熊 .t.-r、 r-l~民! 1 L Q !ミ-ツー 2日 日 日42 !ロ1;"，(台、 内外'(，1ロ 一言針子 f主首おf 外{i!llil!i!江市

5 s J 14:1 ←1:自Jli*fi II~!I同 1-'1外市g;;;滅 浅黄111 にぶ!、Z立後 内外耳石黒!1T:

りuにu s J 1.1日 上i河器 主~ '? 1伝 1;..1 1，，1示 内外面i学滋 J支持{後 J支持俊

ワ】5 s J 143 土由ifitfEf 王星 月間---}JJ: 10.6 9J降下明 |外内f桶江街{雨d百 、ラ ケ7ズ、 リ J歪 授 外側面すす ;!kU1iヒ物

B s J 143 須窓器 | 盗? 11 内外百ITロクロ十デ 灰

25 9 s J U3 須j志-ifii 苦Eワ育長ワ iI向上 タト間タタキ j火 オリーブ主主

25 10 s J 240 tて11Iji-*X: 上f 出i 5.0 間糸{右} r!9タ|而ロクロサデ にぶし、古吉凶 {こぶい黄泌

11 s J 240 土師q~ j手 !市ト底 5. !1 同三i王i平iJ=去しれあり 内外商ロクロナヂ にぶい業1品 iこぶ¥、資I品 内側からおlったあとあり

25 12 S 1240 l自申告書 士干 制~皮 5.6 l百i糸〔右) 内外商ロクロ十デ !実演褐 1民策褐 外庭崩ス/コ状1士痕or~' 、ラワ

25 13 S J 240 ゴ二郎1l~ 有台封、 Jj.I 1 ピ(I放71ミ射状J痕跡口 1!9外街ロクロナデ に_.s.;.し、燈 にぶい俊 台f主8.0cm、台if1il.2cm 

25 14 S J 240 :I::r.i!i器 l不 口~底 13.4 5.4 4.0 0.40 0.30 E言滅 内外面口ク口ナデ 灰政治 にぷい災後 内面祭政E

26 1 S J 210 土自iji器 f1' 11~底 12.6 5.0 3.3 0.40 0.26 問糸(右} 内外隠ロクロ十デ 灰業褐 !天策褐 外底面スノコ~7:圧1良

26 ワ 5 J 240 上i河器 事f 吋 I12. 6 I 4. 6 I 3. 9 0_ 37 0.31 間糸(右) 内外商ロクロナデ オリーブ!捻 疋フトリーブ 内外穏広範凶に黒斑

一1:白石1l~ 回糸(右) フ~ー 浅立!f青 浅政権 外外ほ11111磁f市有ス1ノやすコてi料7:i.到I-J在ぜl、口縁音Il~票日E26 3 S 1240 上干 0.42 0.34 

26 4 5 J 240 ミ頁忠器 主 i志
空卜I

，当て兵:fI1
灰オリーブ 灰 丸r'ヲ底i怠姿一郎} ラ ーデ'lml ~7 

26 ロ 5 K 101 l士郎総 I下 民 にν つ“ 1m糸{右) 内外部ロ ロナヰ [こぶ 外皮スノコ;l!、圧痕

26 6 5K 101 こ自fj器 Lf n~l丘 12.6 4.6 0.37 0.33 凶糸(;百) 内外fuiロクロナデ 後 にぶいj在 タトh主スノコ状良

26 7 5K  1 10.lfj 土問H器 7百台郎 IJ主 5.6 Iザ荷'Jpj台丘 、げ1--'/--， 内凶i剥巡ら、外出J竿在託 浅持続 浅i主催 台径5.6cm、台市d.4cm

26 8 S K 1 1048 士郎22i 坪 11同~底 5. ，1 回糸(右) 内外関口クロナデ 浅Z在住 浅黄l霊

26 日 5 K 1104;¥ l二郎昔2 8.5 5.1 1.8 0.60 0.56 間糸
r)司I即ロク口-)-千

i主持霞 i主jf，符 タI.iltll泌に夜干立大納 1:塊
外泊1J;l;i!ま

2日 10 5 K 1 1041¥ 土問i.~ii 宝E 口~腕 内外郎j立政 j長2毒佼 t主主~I笠

27 l 日K1105 土自jit1告 上F 日 ~lま 1<1.1 5. :1 5.3 日38 o. :，日 i司糸{右) 内外面ロクロナデ 浅i者百E J主設燈 外箔，1mスノコザ;1五浪、外flllUii忠良E

27 51く 1105 一1:曲官官号 Y!' 胴~成 15.3 5.6 5.2 0.37 0.34 回糸 内外市ロクロ十デ 浅漬続 浅黄{笠 外jl¥llilli¥:(¥I:2():)込書!リ長

27 3 5 K I 105 土師')~. ff 1:1-氏 13.6 6.0 1 0.4"1 0.38 間糸(右) 内外商隠滅 匡ま 生萱

27 4 5K  1 105 土師Jj.~t i干 胴~主主 7.0 回糸 内外部ロクロナデ にぶい俊 にぷい俊

27 5 5K  11り5 土師2号 上干 iIi"l-底 1.8 同糸[差i?) 内外面f宗主主 設主主室主 浅裁長E 外側函スダレ:[1(応援

第8表遺物観察表 (1) 
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婦問 託子号 Ilj::l二地点 百mJ %(ifill 残 1])壬 !丘T壬 主主lf 壬 外l志郎/ 潟市i特徴 色調 Mii考

iffH占 (cm) (cm) (cm) 指数 指数 令部;特徴 i人jfiJi タト由1

'2i 6 日K11臼5 士郎qn. 判 じ !岡下~"ll王 7.1 j奈滅 内外[話!京滋 にぷし.，古fj詰 外l長雨周縁 2o;u0il主知抜と

27 i 5 K 1105 二i二r:~í*; 号5 II~IIPI 19. :1 |内ク面ロナロデク→ロヘナデラ、ケ外ズ[リ係口 淡j)'j'在E z主主主tlt l外ジ11112J1国のす2次的UJ被然ヒ物娘、 内外11時fiuス

27 8 5K 1105 士郎Htif 苦E II~il符 21. 0 
内面ロク にぷし、俊 lこぶい俊
外函ロク zナデ→ケ Fリ

27 5 K 1105 七rJfílr~ 型E 仁I~腕 17.6 内説iロクヱzナナデデーケ
外国ロク Fリ

にぶい治 iこぶい褐 外HI!Jffiili.H証

27 10 5 K 1105 土品ifi捺 仁I~腕 19.6 lク人If口iri口→!ク同iロ1，1)ヘナデラ ー外>H百 T回M 
位

外側w百寸寸:り災化物
lこぶし、続

28 5 K 1 105 j二布fi%， 5聖 IJ~納 23.6 内外国ロク口ナデ 浅1日 淡ilH音

28 ワ 5 K 1 105 土締法 ~m I-I~腕 内外而ロクロナデ {こ二し寸 lこぶし吋琵

:J 日K1 105 :ヒmíí*~ 3Ie い IJ~lIfol 外内f市1iiロ口クケ口口十十チヂ'→メアズリ μ弘ムγ itit 

4 5 K 1 105 士約1'i:i 霊E [j~制 内外的i口ク B支持位 iこぶし、続 タト u!i'lーす~kjb!1ヒ物

28 5 51¥: 1 105 土品目ll~ 2二五b 官主 9.8 口ク口→へラ 門的i寸ーデ、外ITfiケズリ 後 t主主岩波 内外底而付近一部祭政f

28 5K 1 111日 上防総 予E 11同~成 8.8 口ク口一(ラ r!，函ナデ‘外i話ミガキ f品灰 !P.f'昌 外販問中央に指u:員火オリー工筑

28 勺 5 K 1 105 上l~rli~*f 小 日向上~ほ 3. {) Lii 1"1糸(百1 内外liulポ絞 浅筑後 浅吉日係 円伝れmfI
仁日

L
良…泊かに、? 

2次(YJに被害!¥=

行 S 1く1105 き 1I出 内外面タタキ ?品!チく

9 O3K 1 HO j二品目記; J千 II~!ま 13. -1 ，!_fi 。:l匂 O.:!4 戸1糸川，1 内外 fm口ク口十デ ;こぶt-'l宣 I ~内山外[苔す判寸t!.:筏長iヒ
28 10 5K 11.10 土i河認 士F I-I~底 13.1 5.0 日38 0.36 恒!糸(右)=;¥L.!1あり 内外ログロ十ヂ 燈 内外耳石 2(?~rJU~:\痕

ム:o 11 S K 1 1.10 士郎il;，) i1' iまiまだ 13.5 4.4 L' 0.33 0.31 包七一} 内外fifi口ク口→チ 十告 E主 I ~外lド内ム勾、ゴトj低即外i潟ヌ沼 ~ば叶吋β次コ寸吋も1収状i彼1変史
jた:
熱痕

29 l 5K  1 1<10 内然 手電 日 ~I関下 19.0 |外内節
liriDクロ「ヘラケズリ

黒色処1君! 燈 |外内1i面でも'L};v，
間
rrr 

只K11.10 士郎j総 う}li rl~月間 13. G 内外、出iロケロ寸叩ニヂ i亙黄澄 ?長賞係 内外商11設I'j'.i!Ic)寸伏炭化物

29 1 S!{ ! 1.[:: 1面IHri¥: 封、 口 ~1立 1::. g 日。 1.1 {).-1:j O. ::W 民糸{右) 内外ffiiロケロ→-，- E日掲 ;こぶし、前掲 r外j間 コ問
主

';Q 51¥. I J.l2 土師!).f! i干 II~底 13.2 1.6 4.8 0.35 lill示 内外部ロ々ロ十二戸 ;こぶし、長 l二ぶl、ほ 1:タ1.成
IHI

ス

7
ノ

J
，コi人

4
げ

1
く五

L
守痕
コJ

20 S 1¥ 1 1-12 i二郎("， I 上下 仁I~底 3.3 [)， 31 0.:十i i可i(， ({i) 内外商ロク口ナデ {登 長子
I 
タ外
1.1
面!i

ス

2次

F

蹴点

j 

ι、9 日 日1{! 142 士郎告書 七F
出

7ロ 1.7 0.35 。.38 悶糸(石1 内外面ロケロナギ {受 法務ほ 内外面タール付着

三日 5K 1 1-12 土高官-i'iii lf I-I~箆 。.b 1.5 0， .11 日:¥3 Iw)o'，ミ 内外f!!Iロク Eナテ 品 E!(i呂 rJ'1外レorウ J~.>f.1 者

~9 8 SK 1 1.12 土例l器 上下 ïl'~ 1.伝 1~ 1.8 1.6 0.38 0， :ii 由来({'I) 内外百五ロデ
主主

にぶい後 外氏ス fコ:IJ:庄痕
にぶし叶立

29 日 日K1142 土郎官号 :lT 11--fi主 13.4 U
えっ

M 1 0.39 0，3日 戸!糸 内外孫クロナデ lこぶし叶在 に五九、f笠 タト底スノコオ良

2H 10 S K 1 142 1-師;器 1]- ロ~瓜: υ!: 
q 
ー

0.34 0.36 [!:>I糸(釘} 内外ffiiJコク iこぶl、茂持
11ft

ぶし詩情 iγ
内

j
札回而

1.1間
qwIjUf712

字'lU
ヨ

H

川氏11:.，."

29 11 SK  1 142 j二郎j*~ 上千 仁I~底 12.2 1.4 4ιi 0.36 0.36 間糸(有) 内外在日ロク口ナデ にぷし斗笠 |時
lこぶし、僚

外側ITri~主主函 !.\\~E

:10 SK 1川 ! 土削 勾t 仁I~ほ 14.2 に
U

け
M 5.3 0.37 0.37 問糸(右) 内外商ロケロ寸デ にぶい燈

1:
ここぶ，日いし、俊

偽 |外面底黒海
函 " 

内 V:/付者 外側

30 つμ 51く1142 土白石器 上F I=I~俊 13.0 1.4 4日 0.3，1 0.35 問糸(右) 内外面ロクロナデ 明PHも 明策協 |外順部i
一商呉部

i
海

ウ ti'f 

:30 つ

‘' 
S K 1 142 -I:úi!iil~ 上干 仁I~法 12.4 1.2 5.0 0.34 0.40 回糸(右) 内外部ロクロ十干 抵主 僚 外fJUI凶ill斑、 l丘i訴l沙役付務

30 4 S K 1 142 土郎総 t1' 口~成 11. 8 4.2 4.0 0.36 0.34 !祭滋 内外市E主減 十註 lこぶし叶堂

30 b 5 K 1142 土日市議 主f 仁1-)迂 12.7 5.0 .1.1 0.39 O. :12 図示(石) 内外百五ロクロナデ 宅主 I.\\~竜燈 外底而}品nt

日。 S 1ζ1 1.12 土師_8!J. 主干 仁I~肢 11. 8 I.H 。.41 0.36 回糸(右) 内タト函jロク口寸ーチヂ t註 1;
亙
こぶし、復

I人Ii話線刻、外iwl間 mnF

30 円 SI'王 11，12 ま二百li捺 勾、 口~江主 14. e 。u 4.5 0.3，1 0.30 回糸(有) 内外面口 i 間長霊 |浅
l
と間
ぷい控室

I斗函刻、@:雨被熱痕

:iO 8 SK 1 ¥<12 土師~~ l干 仁I~)ま 13.9 5.2 4.5 0.37 0.32 阪]/(;(お) 内外面ロクロ十干「 灰褐 灰褐 l'す商Jj-}l--'OJ'ウ'1..シ付税

:10 日 5K 11.12 土和百若号 主f 口~)送 1:1.2 5.6 5.4 0.4;; 0.41 回糸(右) 内外商ロク口十デ J歪
持t 戸、j函1=1紋付近 217:波熱波
にぷい燈

3u 10 SI王1142 土ui!iit号 上T 口ま 日 目。 6.0 0.40 0.40 白糸{右1 内外箇口 h ロ十平 にぷい策燈 灰Z立?も 内外涜i2次ii!i熱痕

30 11 SI三11.12 土日Ili誌 上F 口正 14.2 5.4 4.9 0.38 0.35 白糸(右) 内外i百ロクロ→ギ lこぶし、黄』宣 にぶい災後 外lぽ黒liE

30 Sl王11.12 二七 ~ijí号E 川、 Il~ほ 11. 2 4.8 :i.9 0.43 0.35 liil糸(右) 内外面ロクロナテ にぶい憶 :ニぶい潟 内外m寸寸一状炭化

… 内外面す
30 13 SK  1 H2 土日fi器 珂、 口~成 13.6 O. :17 O. :16 開示 内外商口ク口ナデ lこぶし、l立佼 にぷL、;立燈

|子山町物
'"ン
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第 5章 自然科学的分析

第 1節 出土炭化材の樹種間定

横田弥生(パレオ・ラボ)

1 . はじめに

当窯跡は、横手市金沢i宇野に所在し、標高50'"'-'90 mの斜面に立地する。 10"'11世紀頃の土師器が生

されていた遺構である。ここでは、工房跡と考えられる竪穴状遺構や土師器焼成遺構などから出土

した炭化材の樹種間定結果を報告する。

は奈良時代末から平安時代の窯跡が多く分布している。窯の構築に必要な木材ーの伐採、

焼成に必要な大量の燃料材の確保、窯設営地の森林の伐採など、人々は周辺の森林と様々な関わりを

営んできた。当窯跡での樹種田定は、今まではあまり調査されていない生産 e 産業に関わる木材利用

の情報を知り、その資料の蓄積に役立つものと思われる。

なお試料8・9を除いた同一遺構の試料を用いて、放射性炭素年代測定も実施されている

2節)。各試料には接合しない複数の炭化材があり、また異なる樹種の破片が含まれていた。従って放

射性炭素年代測定用の炭化材は、問一破片で樹種間定と年代測定用の試料が得られるものを選んだ。

採取された炭化材のすべての破片について実施した。

2.樹種田定の方法

炭化材の樹種間定は、材の 3方向破断面の組織を走査電子顕微鏡で観察し行った。横断面(木口)

は炭化材を手で割り新鮮な平滑苗を出し、接線断面(板目)と放射断面(柾目)は片刃の剃刀を各方

向に沿って軽くあて弾くように割り面を出す。この 3断面の試料を直径 1cmの莫鈴製試料金に荷面テー

プで固定しその周囲に導電性ベーストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子

顕微鏡(日本電子株)製 JS盟-1100型)で観察と写真撮影を行った。

三結果

当窯跡からは、落葉広葉樹のブナ属・クリ@ナシ亜科・ヌルデ¥そして常緑広葉樹のサカキの合計

5分類群が検出された。第12表に各試料から検出された分類群を示した。

以下に樹種同定の根拠とした材組織の観察結果を分類配列)1買に記載する。

( 1 )ブナ属 Fagzts ブナ科 1a-1c (試料2)

小型の管孔が年輪内に多数分布し、年輪界では撞めて小型となり、分布数も減る散孔材。

干しは主に交互状であるが階段状になる部分も見られ、穿孔は単穿孔が多く横棒数が10~20本の階段穿

孔も混じる。放射組織は異性、 1~3 細胞稿のものと細胞闘が広く締胞高も高い広放射組織があり、

との援孔は大きなレンズ、状である。
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第 1節 出土炭化材の樹種道定

試料番号 検出遺構 破片数 検出樹種 備考(横断面の形状など) AMS試料

1 S K I 104 1片 クリ r:0.8cm 3年輪 破片 。
2 S K I 105 2片 ブナ属 r:2.0cm 24年輪 破片 。

ブナ属 r: 1. 2cm 11年輪 破片

3 S J 125 3片 ブナ属 r: 1. 6cm 19年輪 破片 。
ブナ属 r:2.2cm 20年輪 破片

ブナ属 r:0.9cm 7年輪 節部破片

4 S J 139 3片 クリ r: 1. Ocm 4年輪 破片 。
クリ r: 1. Ocm 4年輪 破片

クリ r:0.5cm 4年輪 破片

リ「 S K 1 142 2片 ブナ属 r: L 2cm 8年輪 破片 。
ブナ属 r:2.5cm 12年輪 破片

6 S J 143 2片 ブナ属 φ:2.1cm 15年輪 丸木 。
クリ r:0.8cm 4年輪 破片

7 S D205 3片 クリ r: 1. Ocm 11年輪 破片 。
ブナ属 r:0.5cm 3年輪 破片

ナシ亜科 r:0.4cm 微破片

8 S J404 つ日J ヴにす一軍 r'O.5cm 破片

サカキ r:0.3cm 5年輪 微破片

9 S N395B 3片 ブナ属 r:0.5cm 破片

ブナ属 r:0.5cm 破片

ブナ属 r:O.6cm 7年輪 破片

10 S K529 3片 ヌルデ r:0.5cm 2年輪 破片 。
フづ一属 r:0.7cm 17年輪 破片

ブナ属 r: 1. 6cm 19年輪 破片

第12表 出土農化材樹謹間定結果

ブナ属は温帯域の極相林を構成する主要な樹種で、大木となる落葉樹である G 北海道南部以南の肥

沃な山地に群生するブナと、本州、!以南のおもに太平洋側に分布しブナより標高の低い所から生育して

いるイヌブナの 2種があるが、材組織から 2種を識別はで、きない。

(2 )クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科 2a-2c (試料4)

年輪の始めに中型~大型の管孔が密接に配列し除々に経を減じてゆき、娩材部では非常に小型の管

孔が火炎状に配列する環孔材。道管の壁孔は小型で、交互状、穿孔は単一、内腔にはチロースがある。

放射組織は単列同性、道管との壁孔は孔口が大きく開き交互状や柵状に配置する。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。

( 3 ) ナシ亜科 Rosaceae subfam. }}faloideae パラ科 3a-3c (試料 7)

小型の管孔が密に分布し、年輪界では極めて小型の管孔となる散孔材。管孔は主に単独で散在する。

、内腔にはらせん肥厚がある。放射組織は異性、主に 2細胞幅、
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第 5章 向然科学的分析

下端に方形細胞があり、 との壁孔は小型で、交互状で、ある。 あまり目立たなかったo

'ナシ属など多くの属と種類が

レベルまで識別する特徴はつ

ナシ亜科には、カナメモチ属・ナナカマド属・カマツカ属・リン

含まれる。小破片で、あり、被熱によりやや圧縮しているようなので、

かめなかった。

(4 )ヌルデ Rhus javanica L. ウノレシ科 4a-4c (試料10)

年輪の始めに中型の管孔が配列し晩材部に向かい徐々に径を減じて行き、晩材部で、は非常に/J，型の

管孔が集合して接線状・斜状に配列する環孔材。道管の壁孔は交五状でその孔口は大きく開き、穿孔

ある。放射組織は異性、 1~3 締胞i隔、輪郭はやや不斉、道管との壁孔は大きく干し口もレン

ズ状に大きく開き交互状配列である。小道管のらせん肥厚が確認できなかったが、らせん肥厚の特徴

以外はヌルーデ、の材と類似するので、ヌノレデ、と同定した。炭化材では稀にらせん肥厚が見られない事も

ある。

ヌルデ、は北海道以南の温帯か まで広く分布し、山野 ある。

( 5 )サカキ Cleyera jalうonicaThunb. ツバキ科 5a-5c (試料8)

に小型で、多角形の管孔が多数分布する散孔材。道管の壁孔は階段状、穿孔は横棒数が約 30本

ほどの階段穿孔で、一部でかすかならせん肥厚が見られた。放射組織は明瞭な単列異性、道管との壁

干しは交互状・階段状である。

サカキは本州の茨城県および石川県以西より南の暖帯から亜熱帯に生育する常緑小高木で、ある。

4. まとめ

採取された炭化材は、元の形状が不明な破片がほとんどであるが、窯跡という遺跡の性格から類推

すると、燃料材や道具類などであったと考えられる。樹種同定の結果はブナ属とクリが工房跡と思わ

れる遺構や土器焼成遺構などのほとんどの試料から圧倒的に多く検出されたO 従って、当窯跡ではブ

ナ属とクリが多く使用されていたと推測され、またこの 2分類群が入手容易な環境で、あったとも考え

られる。

横手盆地に分布する窯跡で炭化材樹種が報告されている遺跡には、 8. 9世紀(奈良時代末~平安

時代)の竹原窯跡、そして平安時代の富 rケ沢A窯跡 e 富ヶ沢B窯跡・田久保下遺跡がある(Hl)。いずれ

も須恵器窯跡である。竹原窯跡では、クヌギが圧倒的に多く、このほかにタリ s ノリウツギ雲散孔材

も検出された借り{註)。富ヶ沢A窯跡@富，ヶ沢B窯跡'田久保下遺跡で調査対象となった材の多くは窯

跡の架構材と土坑の逆茂木で、コナラ節が多くこのほかにクリとトネリコ属も検出され、富ヶ沢B窯

跡の燃料材 1点もコナラ節で、あった(註3)。これらの窯跡ではクヌギまたはコナラ節が圧倒的に多く、ブ

ナ属とクリが多く出土した当窯跡とは樹種構成が異なっていた。この違いの要因については、窯跡の

時期差、立地環境、調査炭化材の性格などを含め検討してゆく必要があると思われ、今後の調査事例

の蓄積が待たれる。

土坑SK529 (試料10) の3破片は、 2片がブナ属で 1片がヌルデ、で、あった。ブ?ナ属は入手の干渉が

少ない自然林に優占する樹種であり、ヌノレデ、は林縁や伐採跡地などの陽光地に多い樹種である。異な

る環境下で生育する樹種が向ーの遺構から検出されたので、試料10では敢えてヌルデ、の炭化材が年，代

測定されたが、測定値はほかの遺構の測定値と大きく るイ直で、はなかった 2節参照)。
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土器焼成遺構SJ 404 (試料 8) からは、常結広葉樹のサカキが検出された。しかしサカキは、当地

域に自然分布はしていない樹種である。サカキと類似、した材組織を持つ樹種にヒサカキがあり、秋田

県以南には分布している。サカキの放射-組織は単列であるが、ヒサカキは 2細胞嬬である点が異なる。

そこで当炭化材の異なる位置で接線断面を作成して観察したが、すべて単列の放射組織しか観察され

なかった。ただし、当炭化材は中 J心部に近い可能性もあり、そのような部位では放射組織の細胞幅は

少ないこともある。

ヒサカキの可能性も考えられるが、サカキの材は道具類や柄などに使われるので、ほかの地域から

製品として持ち込まれた可能性も考えられる。

註 1 Jl!亀倉巴三郎「竹原窯跡出土炭化材の樹種J ~東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書盟一竹原窯跡-~

秋田県文化財調査報告書第209集秋田県教育委員会 1991 (平成 3)年

註 2 パリノ，サーヴェイ株式会社「炭化材同定J W東北横断自動車道秋田繰発掘調査報告書;Xl…竹原窯跡

秋田県文化財-調査報告書第209集秋田県教育委員会 1991 (平成 3)年

註 3 パリノ・サーヴェイ株式会社「材同定J ~秋田ふるさと村(仮称)建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書;ー富ヶ沢

A.B.C窯助;田久保下遺跡;富ヶ沢 1 号~4 号j家-~ 秋田県文北財調査報告書第220集秋田県教育委員会

1992 (平成4)年

第 2節放射性炭素年代測定

山形秀樹(パレオ@ラボ)

1.放射性炭素年代測定について

姥ヶ沢窯跡から出土した炭化材試料8点の放射性炭素年代をAMS法にて測定した。

試料は、酸 e アノレカリ a 酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨(グラファイト)に調整した後、加

速器質量分析器 (AMS)にて測定した。測定された濃度について同位体分別の補正を行ったあと、

補正した濃度を用し、て年代値 (γrBP: AD1950年から何年前かを示した値)を算出した。

なお、年代値の算出にはHCの半減期と LてLibbγの半減期5フ568年を使用して年代値を算出した。ま

た、付記した年代誤差は、計数値の標準偏差 σに基づいて算出し、標準偏差 (Ones Igma)に相当する

年代である。試料の1叱4叱C計数率と現在の標準炭素(仰Modernstand白ar吋仁dcarboコJon心1) の1叱4叱C含計計!トa笠霊数主率の比が

1刊4吃C(いSおSam剖捌州m

2. 同位体分別の補正について

表示した同位体比 (%0) は標準値からのずれを示し、 8 の値は、試料炭素の13Cj12C比を質量分析器

で測定し、標準にPDBを用いて、 1513Cニ[{ (13Cj12C) (叩ple) -(13Cj12C) (PDs) } j (13Cj12C) (PDs) ] X 1000 

によって算出された値である。試料の 1513C値を 25.0話。に規格化することにより、測定された a13Cの値

円
、
U

ウ
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第 5章 自然科学的分析

測定番号 試料データ 。c'13 し円 14c，年代値 較正!菩年代{直

(測定方法) PDB (%0) (yrBP:i:: 1σ) 交点年代f直 lσ 年代幅

PLD-783 炭化材 No.l -26. 9 1155:i::40 cal AD 890 cal AD 785 to 790 
(AMS) (クリ) cal AD 830 to 840 

S K 1 104 cal AD 865 to 900 
cal AD 920 to 960 

PLD-784 炭化材 No.2 -26.2 1240土40 cal AD 775 cal AD 690 to 700 
(AMS) (ブナ属) cal AD 715 to 750 

S K 1 105 cal AD 765 to 780 
cal AD 790 to 825 
cal AD 840 to 860 

PLD-785 炭化材 No.3 -25.4 1245士45 cal AD 775 cal AD 690 to 705 
(AMS) (ブナ属) cal AD 710 to 755 

S J 125 cal AD 760 to 780 
cal AD 790 to 825 
cal AD 840 to 860 

PLD-786 炭化材 No.4 …25. 5 1235:i:: 35 cal AD 775 cal AD 695 to 695 
S) (クリ) cal AD 720 to 7 L15 

S J 139 cal AD 765 to 780 
cal AD 790 to 825 
cal AD 840 to 860 

PLD-787 炭化材 No.5 -26.8 1335士40 cal AD 670 cal AD 660 to 690 
(AMS) (ブナ属) cal AD 705 to 705 

S K 1 142 C只1AD 75fi to 7fifi 
PLD-788 炭化材 No.6 -25.9 1040:i::35 cal AD 1000 cal AD 980 to 1020 
(AMS) (ブナ属)

S J 143 
ドLlJ-nm 戻f開 Noγ! -~(j. 1 l~lO :::t:(j O cal AD "ft50 
(A:tvI S) (クリ) cal AD 795 cal AD 720 to 745 

S D205 cal AD 800 cal AD 765 to 890 
PLD-790 炭化材 No.8 -26.4 1035士40 cal AD 1000 cal AD 980 to 1020 

S) (ヌルデ) cal AD 1015 
S K529 

3表 放射性農棄年代郡定結果
引用文献

中村俊夫 f放射性炭素年代測定j去の基礎J ~日本先史時代の14C年代~ 2000 (平成12)年

Stui ver， M. and Reim巴r，P. J. r Ext巴nded
14
CDatabase and Revised CALIB3.0

14
C Ag巴 CalibrationProgramJ ~Radiocarbon ， 35~ 1993(平成 5)年

試料
遺構名 検出層位

番号 スコリア 火山ガラス 軽石 由

量 量 ; 色調・形態 JE芸主主L i色調・発抱度!最大粒径 テフラ

l S D205 十+
-lbWb~hl  

1.5 To-a，s-Tm 

2 S D144 ++ l'pm>cl' bw 十+++ICl--....，¥トsb--""'b 1.5 To-a，s-Tm 

3 S K 1 140 覆土2層 十十 l'pm)cl' bw 十十十十 C1-----W' sb-----b 1.5 To-a，s-Tm 

4 S K 1 140 覆土4盾 ート十 1. pm>cl・bw +++十 C1"-'W' sb"-'b 1.5 To-a，s-Tm 

凡例含まれない.十:微量.十十:少量.十十十:中量.十十一ト十:

Cl:無色透明. W:白色 g:良好 sg:やや良好. sb:やや不良. b:不良ー最大粒径はmm.

cl:無色透明. br:褐色.bw:バブル型 pm:軽石型.

第14表 手フラ丹新結果
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を用いて14C濃度を補正しこれを用いて14C年代値を算出した。したがって、

体分別効果による測定誤差を補正した年代値である。

した1
4C年代値は同位

3.麿年代較正について

暦年代較正は、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出された14C年代値 (yrBP)に対し、

過去の宇宙線強度の変動による大気中の14C濃度の変動および半減期の違い(14Cの半減期5，730土40年)

を補正し、より正確な年代を求めるためにはC年代を暦年代に変換することである。具体的には、年代

既知の樹木年輪の年代の詳細な測定値を用い、さらにも珊瑚のU一四年代と l/lC年代の比較により、較

正曲線、を作成し、これを用いて較正暦年代値を算出する。較正暦年代値の算出にRadiocarbonCalibration 

Program* CALIB rev. L1.3 fReference for datasets used : Stuiverヲ h在.ヲ Reirτ1er，P. J.， Bard， 

E.ヲ Beckヲ 工w窃ラ Burr， G盆 S各， Hughen， K. A.， KrOlner， B.， :rvIcCorn1ac， F. G.ヲ v. d. 

PlichtラJ.， and SpurJι J¥1. (INTCAL98: Stuiver et aL宅 1998a).Radiocarbon 40 : 1041-1083} 

を使用した(註凡なお、交点年代値は年代値に柁当する較正曲線上の年代値であり、 1σ年代幅はu

C年代誤差に相当する較正曲線上の年代範留を示す。年代を検討する場合は、 68%の確率で 1σ年代i揺

に示すいずれかの年代になる。暦年代への較正は約二万年前からAD1950年までが有効であり、該当し

ないものについては較正暦年代値を本学科学または~1odern と表示する。また、，ß.D1955*はModernを意味す

る。但し、一万年以前のデータはまだ不完全であるため注意する必要がある。

較正暦年代値に関しては、 14C年代値の参考として記載しているものである。

註 1 Stuiver， J'vl and Reimer， P. J. iExtended 14C Database and Revised CALIB3.0 14C Age Calibration ProgramJ 

rRadiocarbon， 35.] 1993 (平成 5)年

第3節 出土試料のテフラ分析

パリノーサーヴェイ株式会社

はじめに

秋田県横手市に所在する姥ヶ沢窯跡は、真昼山地から横手盆地に流れる杉沢川の谷口北側の山麓付

近に位置している。姥ヶ沢窯跡の発掘調査では、数多くの土坑や溝などの遺構が検出されている。こ

れらの遺構の覆土中には、火山灰と推定される黄褐色ブロックが混入している。そこで今回の自然科

学分析調査では、火山灰と推定されるブロックを含む土層から採取された試料中に火山噴出物(テフ

ラ)が含まれているかどうかを確認しテフラが含まれていればその特定を行う(テフラ分析)。

本遺跡の地理的位置および遺構の推定年代を考慮すれば、含まれているテフラは白頭山苫小牧テブ

ラ (B-Tm:町田ほか， 1981) と十和田 aテブラ (T0 -a : I町田ほか， 1981)である可能性がある。

これらのテフラに含まれる火山ガラスの特徴は類似しており、形態の観察のみでは問テフラの識別は

Fhv 
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第 5章 自然科学的分析

間難である。今回は火山ガラスの屈折率を測定することにより、同テフラの識別を行う(討 1)。

これらの結果から、遺構の構築や廃棄の年代に関するデータを得ることとする。

1. 試料

テフラ分析および屈折率制定を行う試料は、試料番号 1"'-'4の合計4点である。試料番号 1はSD

205、試料番号2はSD144よりそれぞれ採取されている。これらの溝は、土器焼成遺構と同時に存在

した可能性のある溝である。どちらも、試料を採取した麿位の詳細は不明である。各試料の状態は、

試料番号 1 は試料全体が黄灰色を呈しており、径 3~4cmのブロックも認められる。試料番号 2 は黄

灰色ブロックと褐灰色の砂質土が揖在しており、黄灰色ブロックは最大径5cmである。

テフラ分析には、どちらの試料も黄灰色ブロックを用いた。

試料番号 3.4は、どちらも SK 1140より採取されている。 SK 1140の東西ベルト (E-F)で

は、覆土は上位より 1"'-'4層に分層されている。覆土の 2層と 4層は黄灰色を呈する薄層であり、火

と推定される。試料は、 2麗から試料番号3、4層から試料番号4がそれぞれ採取されている。

各試料の状態、は、試料番号3は荏 2，"--'3mmの細粒な黄灰色ブロックが混在する褐灰色の砂質土であり、

試料番号4は黄灰色ブロックと褐灰色の砂質土が混在しており、黄灰色ブロックは最大径5cmで、ある。

テフラ分析には、試料番号3

ブロックを用いた(設2)。

2.分析方法

( 1 )テフラ分析

ロックが混J在した褐灰色の砂質土を、 4は黄灰色の

試料約20gを蒸発皿に取り、 71<を加え泥水にした状態で超音波洗持装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察し、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりパブノレ型と中間型、軽石裂に分類

する。各型の形態は、パブソレ型は薄手平板状あるいは泡のつぎ自をなす部分であるY字状の高まりを

持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非

常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

(2 )屈折率測定

子フラ分析用に洗い出された試料から刺粒な砂分を採取しこの中に含まれる火山ガラスの屈折率

を測定する。屈折率測定には、温度変化型屈折率測定装置“MAIOT"(古j宰， 1995)を用いて、火

山ガラス30片程度を目標として計測する。

3.結果

( 1 )テフラ分析

各試料の観察結果を第14表に示す。 の試料に火山ガラスと軽石が含まれ、スコリアは認められ

ない。火山ガラスは全ての試料に少量含まれ，、無色透明の軽石型が最も多く、次いで無色透明のバブ

ル型が多く認められる。
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第 3節 出土試料のテフラ分析

軽石は、すべての試料に多量に含まれている。これらの試料に含まれる軽石は問様の特徴を有して

おり、透明がかった白色を呈し、発泡がやや不良~不良であるものが認められる。

また、試料番号1および2には火rlLガラスと軽石以外の砂分がほとんど含まれないが、試料番号 3. 

4には長著や斜方輝石などの鉱物粒や石質岩片が認められる。とくに試料番号3には多く認められる。

(2 )屈折率測定

試料番号 1に含まれる火山ガラスの居折率は、 1.5004-1.5143である。そのほとんどは1.503-1. 507 

にまとまって認められ、1.510-1. 514に認められる高い屈折率はわずかである。

試料番号2に含まれる火山ガラスの屈折率は1.5012-1.5124であり、ほとんどは1.505-1. 508にまと

まって認められる。1.512付近にも、わずかであるが認められる。

試料番号3に含まれる火山ガラスの屈折率は、1.5031-1. 5118である。 1.505付近と1.510付近にピー

クが認;めらjもる。

4に含まれる火山ガラスの屈折率は1.5015--1.5124であり、ほとんどは1.505-1盆 508にまと

まって認められる。1.512付近にも、わずかであるが認められる。

4. 考察

今回認められた軽石と、火山ガラスで屈折率が1.500-1. 508の範囲にあるものは、形態と屈折率およ

び町田ほか(1981)、町田 s 新井 (1992)等の記載から、前述のT0-aに由来すると考えられる。 T

o-aは西暦915年に十和田カルデ、ラより噴出したとされ、給源から南方の東北地方一帯に広く分布し

ている。 T0-aに含まれる火山ガラスの屈折率は、町田ほか (1981) では1. L199-1 . 508、町田・新井

(1992) では1.496-1. 504と記載されている(註1)(註3)。

1. 508-1. 515の範囲に認められる火山ガラスは、形態および屈折卒、町田ほか (1981)、田丁宿舎新井

(1992)等の記載から、前述のB-Tmに由来すると考えられる。 BTmの給源は朝鮮半島北部に位

白頭山(長白山)であり、テフラは白頭山頂上部にある径4kmのカノレデ、ラ湖の天池より噴出し

たとされている(町田・新井， 1992)ほ 3)。噴出年代は西暦947年と考えられてし、る(早)i I .小山， 1998) 0 

B-Tmの火山ガラスの屈折率は、町田ほか(1981)では1.508-1. 517、町田@新井 (1992)では1.511-

1.522とされている。 B-Tlnは、日本では東北地方北部から北海道にかけて分布しており、東北地方

北部ではT0 -aの直上に薄層として確認されることが多い。

今回分析した全ての試料には、 T0 aに由来する火山砕屑物が含まれているが、試料によってB

Tmの火山ガラスの含有量に違いが認められる。試料番号3と比較して、試料番号 le2-4にはわ

ずかしかB-Tmの火山ガラスが含まれないことから、試料番号 1. 2 . 4に含まれる B-Tmは黄灰

色ブロックに付着していた褐灰色の土に由来するものと推察され、後世の撹苦しによるものであると考

えられる。これらの試料に含まれる黄灰色ブロックの粒径が大きいことを考慮すれば、試料番号 1. 

2.4の採取された層は、 To-aが降下したものがそのまま保存されたものと推定される。したがっ

て、 SD205、SD1t'14およびSK 1 140は、 T0-aが降下した西暦915年には既に構築されていたと

えらjもる。

また、試料番号3にはB-Tmの火山ガラスが含まれていること、火山砕屑物に由来しない岩片など

も含まれていること、黄灰色ブロックが細粒であることから、 SK 1140の覆土2層は遺構の周閤に
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旦降下堆積したT0-aが、周囲の土壌とともに流入したニ次的な堆積物である可能性がある。また、

試料番号3には比較的多くのB Trnの火山ガラスが含まれていることから、 2層堆積時にはB Trn 

も降灰していたと考えられる。以上のことから、 B Trnが降灰した西暦947年にはSK 1 140は放棄さ

れ、埋積が進んでいたと考えられる。

註 1 町田 洋・新井房夫・森脇 広「日本海を渡ってきたテフラJ r科学5U 1981 (昭和56)年

註 2 古j宰 明「火山ガラスの屈折率測定および形態、分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別J r地質学雑誌10lj

1995 (平成 7)年

註 3 町田 洋・新井房夫『火山灰アトラス』東京大学出版会 1992 (平成 4)年

註 4 早川由紀夫・小111真人「日本海をはさんで10世紀に相次いで起こったこつの大噴火の年月日一卜和田、湖と白顕山

fヅくIJJ43j 1998 (平成10)年
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第 6章まとめ

本遺跡を、平安時代における丘陵斜面を利用した生産遺跡として位置づけることについては問題な

いであろう。むしろ、本遺跡において特筆すべきことは、粘土採掘ー土器成整形ー土器焼成という土

器製作の一連の流れを想定しうるということであって、以下それに絡めて論を展開させたい。

今回の調査では、粘土採掘坑そのものの検出は見られなかった。しかし、第4章第 l節「調査匿の

地形と層序」で述べたように、基盤層下1.4'"'-'1. 7mにおいて土器原料と目される白色粘土を確認して

いる。したがって、調査区周囲には粘土採掘坑が存在した可能性が高く、また、そうでなくても、本

遺跡が比較的急傾斜を呈する斜面に立地することを考慮すると、当該期にあって粘土層の露出してい

る笛所が存在していたことを想定することは決して不自然ではない。むしろ、その可能性はきわめて

と言うべきであろう。

また、土器焼成の前段階の工程を裏付けるものとしてロクロピットも加えることができょう。本遺

跡では 2基、二段構造の掘り込みを伴うピットを検出し、県内外の類例から判断してロクロピットと

した。秋田県内で今まで検出されたロクロピットを第15表に掲げる(註 1jo

木遺跡のロクロピットの場合は‘掘方覆土底面付近より土師器部・警がまとまって出土しており、

ともに意図的な埋納と考えられ、ここに廃絶儀礼の存在を伺うことができる。

焼成段階を示す遺構として土器焼成遺構を計 5基検出した。標高の高い東側の 2基と西側の 3基と

では、平面形状における若干の差異はあるものの、いずれも長軸が等高線に平行となるような立地状

況を呈しており、規模的にも第4章第 2節でみたように斉一的である。したがって、標高の高い東側

が傾斜もより急であることを考慮すると、時期差を想定するよりはむしろ地形上の差異が平面形状の

差異に反映したと考えるべきで、むしろ、ある計画的な意図をもって営まれたほぼ同時代の遺構群と

捉えた方がよいのではないかと思う。出土遺物においても明瞭な時期差を認めることができない。

本遺跡の出土遺物は、大略9世紀後半から10世紀に帰属する。遺構相互の重複も少なく、また、そ

れも!日い遺構の壁が新しい遺構の壁としてそのまま転用されていることを考えると、ほぼ同時代と見

遺跡、名 所在 遺構名 平副形状
堺l 方 (cm) ロクロ径 ロクロ深

出土土器 文献
i碇 横 j架 (cm) (cm) 

十一林遺跡 能代市
S 195 円形 20 20 21 11 土師器杯

土師器
1 

S 1 108 円形 23 23 21 9 19 

古関H遺跡 飯田川町
S KP16 円形 45 37 26 18 7 土師器杯、内黒杯

2 
S KP  17 円形 38 36 28 8 土師器

姥ヶ沢窯跡 横手市
S K POIC 隅丸方形 38 30 29 12 27 土師器坪・護、内黒

本書
S K P324 楕円形 43 35 27 15 25 土師器部・審

lM窯跡
S 136中央 円形 29 28 (40) 土師器翠

横手市
S 136中央 土師器蚕

3 
円形 28 25 (36) 

十二牲B遺跡 横手市 S K32 円形 40 40 2 6 12 土師器片、炭化物 4 

富ヶ沢D遺跡 横手市 S 1 01 5 

田久保下遺跡 横手市 S 1319P5 円形 58 50 28 12 ムつdににJ 土師器j利也 6 

第15表 県内口クロピット集成
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第 6章まとめ

なしてよい。 S] 139のみ出土遺物の簡で、他の土器焼成遺構より新しい要素を含むとはいえ、それも

大幅な年代差を指摘できるほどではない。

本遺跡は、歴史的環境のうえでは後三年合戦における「金沢柵」攻防戦の故地の一画に立地するが、

同様にこの地域に立地する他の遺跡と出土遺物の面で比較すると、十二牲B遺跡(設2)よりはやや新しい

要素を有し、物見窯跡(註3)よりはやや!日い諸特徴を有する。上台A遺跡(設4)と比較すると、本遺跡は、

ほぼ並行する時期か、もしくは若干新しい要素を付加することが可能かもしれない。いずれにしても、

年代的には10世紀を下るものではない。それに対し、「金沢柵J の守り手である出羽清原氏が「山北三

郡」を本拠として歴史書に主主場するのは11世紀後半である(註5)。

興味深いのは、十二牲B遺跡では現在のところ東北地方において、それまで出土例のなかった突帯

付須恵器査が出土しており惜別、上台A遺跡にあっても底部が大きく張り出す形態の甑が県内で初めて

確認されているということであり、同報告書では、この形態の甑は北関東地方の 9'"10世紀の遺跡か

らの出土が多いと報告している(設4)。

本遺跡にあっても SK 1 142 (S ] 404)から採取した炭化物のなかにサカキと思われる試料がある。

第5章第 1節「出土炭化材の樹種同定J にあるように、この試料はヒサカキの可能性もないわけでは

ないが、サカキである可能性がきわめて高い。サカキは茨城県以南および石川県以西に自生する種で

2ちり、分析者による「道具類や柄などとして他地域から持ち込まれたものの可能性が高1JV との所見

は注目に値する。

これらを総合すると、 10世紀代のこれら「金沢柵」周辺の各遺跡の出土遺物が、ただちに出羽清原

氏と結びつくかどうかについてはなお十全なる検討を要するとはいえ、在地ではない、東北地方以外

からの何らかの外部的な集団の存在について、今後はより考察されるべきであろう。

県内で土器焼成遺構を検出した遺跡を第16表に掲げる。また、各遺跡検出の土器焼成遺構について

遺跡名 所夜 立地 遺跡種類 基数 遺跡内守地 時期 焼成器種 備考

山王台遺跡 大館市 丘陵 集落跡 1 丘陵裾部 lOC 土師器士不 黒色処理有

山王岱遺跡 大館市 正陵 集落跡 2 丘陵裾部 10C 土師器杯・謹 黒色処理有

サシトリ台遺跡 能代市 台地 集落跡 1 平坦面 10C 土師器杯

寒川III遺跡 能代市 台地 集落跡 2 緩斜iID 10C 土師器片

十二林遺跡 能代市 台地斜面 集落跡 14 緩斜面 10C 土師器坪・翠 須恵器窯跡lOC

福田遺跡 能代市 台地斜面 集落跡 1 緩斜面 lOC 土師器;杯

扇田谷地遺跡 山本郡八竜町 台地 集落跡 3 緩斜図等 9 ~lOC 土師器土不・翠・土鋸 鉄精髄ー鍛冶遺構併設

大平遺跡 秋田市 丘陵 集落跡 2 緩斜面 lOC 

野形遺跡 秋田市 台地 集落跡 18 丘陵裾部 lOC 土師器坪・鉢 内在百黒色土師器

上台A遺跡 横手市 丘陵 集落跡 4 緩斜面

姥ヶ沢窯跡 横手市 丘陵 生産遺跡 5 斜面 9 ~lOC 土師器
沢向かv、斜面に須恵器窯跡

黒色処理有

郷土館窯跡 横手市 丘陵 生産遺跡 8 緩斜回 lOC 土師器杯 須恵器窯跡 9C

郷土館D遺跡 横手市 丘陵 集落跡 12 緩斜図 lOC 土師器部 郷土舘窯跡と近接

十一牲B遺跡 横手市 残丘隣接の沖積地 生産遺跡 1 平塩面 lOC 土師器i不・事 残丘斜凶に須恵、器窯跡

田久保下遺跡、 横手市 正陵 生産遺跡 5 緩斜面 9C 土師器・須恵器 項車、器窯跡 9C

富ヶ沢A窯跡 横手市 丘陵 生産遺跡 “ つ 緩斜面 9C 土師器禁 ミ頁恵器窯跡 9C

下回遺跡 平鹿郡大森町 丘陵 集落跡 1 丘陵裾部 10C 土師器杯

宝竜堂旦遺跡 平鹿郡十文字町 沖積地 生産遺跡 (1 ) 平壇画 9C 土師器護 焼き台として須恵器を利用

広沢山遺跡 湯沢市 台地 生産遺跡 ( 1 ) 緩斜面 9C? 土師器甑・翠

岩城日窯跡 雄勝郡羽後町 台地 集落跡 1 丘陵裾部 lOC 土師器

七窪遺跡 雄勝郡羽後町 丘陵 生産遺跡 1 緩斜面 10C 土師器杯・饗 須恵器窯跡と近接

第16表 土器焼成遺構を検出した遺跡〈県内)
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遺跡名 造機番号 形態 縦il4111走(c田) 機総長 (cm) f之さ (cm) 文献 遺跡名 遺構番 形態 縦中illl;長(cm) 十資料i長 (cm) 深さ (cm) 文献

ILIC王手?遺跡 S XOI 略長方 135 120 10 7 l定ヶ沢窯助; S J 125 持問 150 110 25 本書

1-11王岱遺跡 SK08A 精子] 150 100 10 8 S J 139 問丸方形 130 180 20 

S K08日 目各台 200 180 20 S J 143 不整楕円形 146 160 23 

S N112 指l司 128 100 10 S J 240 !満丸方形 140 158 28 

サシトリ台遺跡 5号髭穴j室係 j告別 200 180 30 9 S J 40.1 142 156 23 

寒川Jfl遺跡 第27号土坑 路三角 201 174 37 10 J二台八遺跡、 S N04 中吉阿 200 170 30 15 

第3H手土坑 中首円? 126 33 S N05 楕円 140 90 20 

十ニ林遺跡 S N09 略円 152 128 19 1 S N07 t1~内 210 170 20 

S N46 略円 138 (118) 15 S N08 待問 (300) 

S N48 1有円 80 68 8 郷土在日議跡 S U17 角 228 208 
:l I 

SN51 中古円? S U21 五:角 188 160 

SN66 j'~iJ斗 180 122 26 S U23 五角 160 142 

S N78 118 108 11 S U25 長方 216 194 

SN7日 f告円? 116 104 6 S U29 長方 240 184 

SN81 持j刊 128 (104) 14 S U30 1i工ιf可 246 182 

S N85 開各内 114 100 24 S U32 日各円 200 200 

S N124 術|可 158 96 12 S U39 石:角 158 182 

S N139 自白円 131 11'1 14 郷土館D窯跡 S U02 五角 16 

SNH8 lij各JIJ 145 126 15 S U03 ii角

SN1'19 {首円 S U07 Ji:角 224 162 

S N152 符円 145 135 ワ5 SU08 長方 314 180 

福間遺跡 SIく44 i硲円 120 120 20 1 SU10 五角 244 188 

扇田谷地遺跡 S N135 円m:; 132 132 24 11 SU11 五角 330 210 

S N136 務円形 131 108 20 SU12 五角 210 160 

S N142 キ告内汗手 154 125 28 SU14 五-fq 212 10，1 

大司王遺跡 S K41 円形 77 76 16 12 S U15 五角 244 220 

SK47 円j~ 106 106 ‘')‘') SU17 五角 23.1 1i日

里子J[，;)笠跡 ( 1 i}::) 1号議跡 J者向 300 240 60 13 S U18 Z工角 216 164 

2号窯跡 待問 200 160 30 S U19 五角

3号窯跡 (140) 45 十二牲B遺跡 S J 18 河形 176 176 22 4 

4号吉区跡 fffPi? (140) 30 回久保下遺跡 S J 322 待問 182 100 15 6 

5号窯腕: (130) S J 323 1有阿 225 150 40 

6号窯助; 中首円 300 250 60 S J 325 コド殺 225以上 230 30 

里子形遺跡(2次)1号窯跡 開各三角 290 220 50 1，1 S J 327 160 160 24 

2号窯跡、 路方 170 140 35 s J 329 隅丸長方 220 175 20 

3号窯跡 師長方 160 150 5 富ヶ沢A窯跡 s J 04 自持方 237 136 37 6 

4号窯腕; 聞各本育問 80 80 S ]14 需品三角 138 112 16 

5手予窯跡 惰l司 140 100 10 下回遺跡 S K87 自存台 1'16 10'1 15 17 

6号ト窯跡 140 140 宝議堂 I遺跡; 18 

7号窯跡 略方 300以上 220 55 広沢山遺跡 19 

8号窯E亦 180 18 岩城H遺跡 {有円 (200) (130) (20) 20 

9-l争窯跡 J~lI丸長方 190 110 七窪遺跡、 S r 01 175 130 60 

10号窯跡 隅丸長1'i 150 120 

11号窯跡 I科:tL長方 230 120 

12~手窯跡 岡島中音|吋 75 75 

第17表 県内土器焼成遺構集成
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は第17表で別掲した。

本遺跡で検出した土器焼成遺構のなかには下方に張り出しを伴い、全体で柄鏡状(無花果形)

するものがある。横手市郷土館窯跡および大館市山王台遺跡に類例がある。防水・防湿に供したもの

か、あるいは通風口の役割を果たしたものかのいずれかであろう。今後の出土例を待ちたい。

本遺跡出土の土師器j不類は摩滅等により不明なものを除くと、ほとんどすべてと言ってよいほど切

り離しは回転糸切り技法が採用されており、ロクロ使用との因果関係が明白である。

先に述べたロクロピット 2基の検出は、土器焼成遺構の検出に近接してのことであり、ここでは土

器成形と焼成とが一貫しておこなわれたことを明瞭に示しているのである。

いっぽう、土器焼成遺構と須恵器窯跡との関わりにつレ、ては利部{彦氏が「各地域の土師器生産と士

部器焼成遺構@東北西部J(註6)のなかで、横手市中山丘陵窯跡群における田久保下遺跡、富ヶ沢A遺跡、

郷土館窯跡 e 郷土館D遺跡、および能代市トニ林遺跡などを例に、須恵器工人と土師器工人との強い

結びつきを指摘している。

この論考ののち、前掲十二牲B遺跡の調査がおこなわれた。当遺跡は「後三年美入野丘阜群」のな

かの十二牲山と湯森山という 2つの小残丘に挟まれた沖積地に立地し、土師器生産に関わる遺構とし

ては土器焼成遺構 1基、ロクロピット 1基を検出している。そして、それに隣接して十二牲山斜面に

未発掘ながら須恵器集跡の存存するこ左が確実視きれており、『秋同県遺跡地図県南版jでは

牲A窯跡 (2基)J および円一二牲B窯跡 (3基)J として遺跡登録もなされている位打。

本遺跡の場合も状況が似ており、向 f遺跡地図jに窯助;1基確認と記されている。ここで言う

跡J とは須恵器窯であり、調査区とは沢を隔てた向かい側の東向き斜面に位置するとされている。

二牲地区の場合が残丘斜面に須恵器窯、残丘裾部の平坦面に土器(土師器)焼成遺構という配置関係

であったのに対し、本遺跡ではともに斜面上に立地するという点が異なるとはいえ、一応は須恵器生

産と土師器生産とは互いに近接しながらも混在には歪らず、ある程度「接み分け」的な空間利用が看

取できるのである。

いずれにせよ、本遺跡の調査成果は利部氏の指摘の正鵠さを裏付ける傍証の一例たりうるであろう。

最後に、工房社の可能性が高い 7基の竪穴状遺構について述べる。そこで、数的にも竪穴状遺構と

土器焼成遺構とは遺構数が近いことから、両者の対応関係もしくはセット関係が言えそうであるが、

明瞭な物的証拠は残念ながら得られていない。また、各竪穴状遺構が工程上の諾段階を示すというこ

とを主張する積極的根拠にも欠けている。

むしろ、ここではカマドの有無によって、カマドをともなう SK 1 105・SK I1L12とそれ以外と

大別した場合、前者が土器焼成遺構の集中するエリアのほぼ両外端に位置することに注目したい。間

違構においては警 e 査などの貯蔵器種も出土することから、居住とまでは言えなくとも飲食等生活の

痕跡が伺われるのである。一方、ロクロピットの出土した地点付近では相対的にカマドを有する竪穴

状遺構の分布が希薄であり、これらカマドを有しない竪穴状遺構においては、より土師器生産の諸工

程に近い営み(成形や整形、調整、採掘粘土の貯蔵など)がなされていたであろうと推測できる。

竪穴状遺構の出土遺物で、いわゆるロクロ土師器以外の遺物としては、少量の須恵器警の破片程度

であるため、どのような道具を用いて、どの段階の作業がそこでなされたかは不明な点が多い。

しかしながらそのことは、本遺跡が、粘土採掘および貯蔵にはじまって成整形および調整を経て焼

つ山。。



るまでの一連の工程が、近接した笛所で一貫してなされた例として掲げうる遺跡であることを

決して妨げるものではないのである。
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1 S K 101完纏状況{北西から) 2 SKP01C完潟状況(商から)

3 S K 1105完堀状況{北西から) 4 S K 1105カマド短道付近(北から)

5 S K 1 140とその周囲{凶から) 6 S Q5508様験出状況{前から}



(
AW

4

淘
)
照
射
#
un
迫
容
剰
詩
的

a
v-
∞《。

(
《出

会

M
R
)
回
目
配
#
恩
M
m
S

二

耳

目

可

(
心
長
短
)
園
緑
刊
酬明
4
8智
可

的

'" 

図鑑円

円

{
必
晶
憧
}
民
等
製
M
h
S
F

一
￥
的



図
版
4
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4 SK 1142 (32-1) 

2 S K 1140 (29-1) 5 S K 1105 (28-7) 
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